
今
か
ら
20
年

程
前
、
意
気
消

沈
し
た
高
齢
の

患
者
が
来
院
し

た
。
お
も
む
ろ

に
新
聞
の
切
り

抜
き
を
取
り
出
す
と
、
そ
こ
に

は
「
特
高
警
察
の
よ
う
な
行
政

指
導
、
自
死
し
た
歯
科
医
」
と

い
う
記
事
。
患
者
は
語
り
出
し

た
▼
「
こ
の
先
生
が
私
の
か
か

り
つ
け
歯
科
医
で
し
た
。
あ
る

時
、
都
か
ら
歯
の
こ
と
を
調
べ

た
い
と
、
私
あ
て
に
知
ら
せ
が

届
き
都
庁
に
出
向
く
と
、
取
り

調
べ
の
よ
う
な
空
気
で
、
口
の

中
を
診
ら
れ
た
。
疑
問
を
抱
い

て
い
る
と
、
そ
の
後
、
急
に
診

療
所
が
休
診
と
な
り
、
新
聞
で

先
生
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
患
者
思
い
の
と
て

も
よ
い
先
生
が
な
ぜ
」。
患
者

は
自
分
の
せ
い
で
先
生
が
自
死

し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
ひ
ど

く
落
ち
込
ん
で
い
た
▼
こ
れ
は

当
時
、
行
政
に
よ
る
個
別
指
導

の
現
場
で
実
際
に
起
き
た
話

だ
。指
導
の
詳
細
は
わ
か
ら
な

い
。詮
索
も
し
て
い
な
い
。で

も
亡
く
な
っ
た
先
生
は
、こ
の

患
者
に
と
っ
て
信
頼
す
る
大
切

な
先
生
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

だ
。私
が
患
者
の
治
療
を
引
き

継
い
で
20
年
経
ち
、そ
ろ
そ
ろ

こ
の
話
を
し
て
も
よ
い
頃
か
と

思
い
筆
を
取
っ
た
。こ
の
先
生

の
死
と
患
者
の
苦
悩
を
無
駄
に

し
た
く
な
か
っ
た
の
で
…
。（
Ｓ
）

東京歯科保険医協会は設立東京歯科保険医協会は設立5050周年を迎えました周年を迎えました

News　View

政策委員長談話
次期診療報酬は大幅なプラス改定が不可欠である

２

24
年
度
診
療
報
酬
改
定

　
議
論
が
本
格
的
に
始
ま
る

①
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

口
腔
機
能
の
管
理
に
つ
い
て

厚
労
省
か
ら
は
、
現
在
の
指

導
管
理
と
一
体
的
に
評
価
さ
れ

て
い
る
口
腔
機
能
に
係
る
訓
練

に
つ
い
て
、
実
態
に
あ
わ
せ
て

指
導
管
理
と
訓
練
を
そ
れ
ぞ
れ

評
価
す
る
こ
と
な
ど
の
論
点
が

示
さ
れ
た
。

中
医
協
委
員
の
中
か
ら
は
、口

腔
機
能
の
訓
練
に
は
、時
間
・

人
的
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
、

ま
た
管
理
と
機
能
訓
練
が
包
括

さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
声

や
、
関
連
検
査
の
算
定
頻
度
が

６
カ
月
に
1
回
で
は
評
価
が
不

十
分
で
あ
る
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
小
児
の
口
腔
機
能

管
理
に
お
い
て
、
舌
圧
検
査
が

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
口
腔
機
能
の
管
理
に

必
要
な
検
査
を
適
切
に
行
え
る

こ
と
、
お
よ
び
適
切
な
評
価
を

求
め
る
発
言
も
あ
っ
た
。

②
医
科
歯
科
連
携
、
医
歯
薬
連

　
携
に
つ
い
て

厚
労
省
は
、
周
術
期
や
終
末

期
が
ん
患
者
等
の
口
腔
機
能
管

理
の
評
価
の
あ
り
方
や
歯
周
病

と
糖
尿
病
患
者
に
対
す
る
歯
周

病
治
療
の
あ
り
方
な
ど
の
論
点

を
示
し
た
。

中
医
協
委
員
の
中
か
ら
は
、

周
術
期
等
口
腔
機
能
管
理
に
つ

い
て
、
手
術
を
伴
わ
な
い
脳
卒

中
等
の
患
者
に
は
、
早
期
の
口

腔
管
理
の
介
入
が
誤
嚥
性
肺
炎

予
防
の
観
点
か
ら
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
し
、
対
象
患
者
の
整

理
が
必
要
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
緩
和
ケ
ア
等
、
人

生
の
最
終
段
階
に
お
い
て
も
歯

科
の
関
わ
り
が
重
要
で
あ
る
と

し
た
。

次
に
、
糖
尿
病
患
者
に
お
け

る
医
科
歯
科
連
携
に
つ
い

て
、
糖
尿
病
の
状
態
を
把
握
す

る
こ
と
は
歯
周
病
の
治
療
に
お

い
て
も
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
歯
周
病
重
症
化
予
防
の
観

点
か
ら
は
、
歯
周
病
安
定
期
治

療
の
間
隔
を
短
縮
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
と
し
、
医
科

歯
科
連
携
の
も
と
糖
尿
病
の
状

態
に
応
じ
た
必
要
な
歯
周
病
の

管
理
や
処
置
が
実
施
で
き
る
よ

う
、
適
切
な
評
価
を
求
め
る
発

言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
薬
剤
関

連
顎
骨
壊
死
の
管
理
に
お
い
て

は
、
医
科
で
の
投
薬
前
の
早
期

の
段
階
か
ら
の
連
携
が
重
要
と

す
る
発
言
が
あ
っ
た
。
薬
剤
服

用
に
係
る
副
作
用
に
つ
い
て

は
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
か
ら

患
者
に
必
要
に
応
じ
た
歯
科
受

11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
中
医
協
総
会
で
は
、歯
科

医
療
に
係
る
議
論
が
行
わ
れ
た
。そ
の
中
で
、口
腔
機
能

低
下
症
等
に
係
る
機
能
訓
練
の
評
価
や
周
術
期
等
口

腔
機
能
管
理
の
対
象
拡
大
、医
科
歯
科
連
携
、糖
尿
病

患
者
と
歯
周
病
安
定
期
治
療
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た

（
主
な
論
点
は
11
面
に
掲
載
）。

診
勧
奨
を
す
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
医
歯
薬
連
携
も
重
要
で
あ

る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
病
院
に
お
け
る
歯

科
の
機
能
に
関
す
る
評
価
の
検

討
、
障
害
者
・
有
病
者
・
認
知

症
の
患
者
へ
の
歯
科
医
療
の
提

供
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
中
医
協
で
は
、歯
科
の

在
宅
医
療
に
関
す
る
議
論
と
し
て
、在
宅
歯
科
医
療
に
係
る

議
論
の
中
心
は
歯
科
訪
問
診
療
料
や
訪
問
歯
科
衛
生
指
導

料
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た（
主
な
論
点
は
11
面
に
掲
載
）。

①
歯
科
訪
問
診
療
１
に
係
る
20

　
分
要
件
の
あ
り
方
に
つ
い
て

厚
労
省
か
ら
は
、
か
か
り
つ

け
歯
科
医
に
よ
る
訪
問
診
療
を

推
進
す
る
観
点
か
ら
、
歯
科
訪

問
診
療
の
評
価
の
あ
り
方
な
ど

に
係
る
論
点
が
示
さ
れ
た
。

中
医
協
委
員
か
ら
は
、
居
宅

で
の
診
療
実
績
が
多
い
こ
と
か

ら
、
患
者
の
状
態
に
よ
っ
て
は

20
分
未
満
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
も
少
な
く
な
い
と
の
指

摘
が
あ
り
、
時
間
要
件
の
見
直

し
に
関
す
る
発
言
な
ど
が
あ
っ

た
。

②
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
に
つ
い
て

さ
ら
に
厚
労
省
か
ら
は
、
訪

問
歯
科
衛
生
指
導
の
評
価
や
歯

科
衛
生
士
が
複
数
で
訪
問
し
た

際
の
評
価
な
ど
に
係
る
論
点
が

示
さ
れ
た
。

中
医
協
委
員
か
ら
は
、
単
独

訪
問
す
る
歯
科
衛
生
士
が
訪
問

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
４
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
に
向
け

て
、「
第
24
回
医
療
経
済
実
態

調
査
」
の
結
果
を
中
医
協
に
報

告
し
た
。
調
査
結
果
で
は
、
前

年
度
と
比
べ
て
歯
科
の
個
人
立

医
院
の
損
益
額
は
６
・
２
％

減
、
医
療
法
人
の
損
益
額
は
７

・
５
％
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、

東
京
23
区
の
歯
科
の
個
人
立
の

損
益
額
は
14
・
５
％
減
と
い
う

状
況
で
あ
り
、
収
益
の
悪
化
が

際
立
つ
結
果
と
な
っ
た
（
表
参

照
）。

損
益
差
額
の
減
少

引
退
後
の
生
活
に
も
大
き
く
影
響

個
人
立
の
「
損
益
差
額
」
に

は
、
開
設
者
の
報
酬
の
ほ
か
、

医
院
設
備
の
引
当
準
備
金
も
含

ま
れ
る
。
さ
ら
に
は
引
退
後
の

生
活
費
の
準
備
も
「
損
益
差

額
」
か
ら
行
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
こ
の
ま
ま
収
益
悪
化
が
拡

大
し
て
「
損
益
差
額
」
の
減
少

が
続
け
ば
、
医
院
経
営
の
悪
化

は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
生
活
に

も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
法
人
立
も
、「
保
険

（表）前々年度と前年度の金額を比較した伸び率／「医療経済実態調査」を基に協会で作成  
全体

個人立 医療法人
全体から東京23区の
歯科医療機関を抜粋

Ⅰ 医業収益 -1.6% 1.8% -2.0%
参考 新型コロナ関連補助金を除いた医業収益 -1.0% 2.1% -1.5%
　保険診療収益 -0.2% 1.0% -1.1%
　労災等診療収益 -33.3% 600.0% －
　その他の診療収益（自費等） -4.9% 5.3% －
　その他の医業収益 -24.4% -12.5% －
　コロナ補助金 -66.6% -59.0% -55.4%

Ⅱ 介護収益 -1.8% 4.5% 3.9%

Ⅲ 医業・介護費用 0.1% 2.8% 0.3%
　給与費 0.5% 2.7% -1.3%
　医薬品費 -5.4% 0.4% 1.4%
　歯科材料費 -8.2% 4.0% 8.1%
　委託費（人材、紹介） -0.3% 7.6% -5.1%
　減価償却費（建物、医療機器） -1.3% 1.4% 8.2%
　その他の医業費用（設備・医療機器賃料、水道光熱費） 3.9% 1.7% 0.4%

Ⅳ 損益差額（協会計算） -6.2% -7.5% -14.5%
参考 新型コロナ関連補助金を除いた損益差額（協会計算） -4.1% -4.1% -1.2%

先
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
を
被

る
現
状
が
あ
り
、
そ
の
不
安
払

拭
お
よ
び
複
数
名
で
対
応
し
た

場
合
の
評
価
に
つ
い
て
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ

り
、
加
え
て
、
訪
問
歯
科
衛
生

指
導
や
居
宅
療
養
管
理
指
導
の

役
割
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
お

り
、
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
料
の

評
価
に
つ
い
て
も
意
見
が
あ
っ

た
。そ

の
ほ
か
、
医
療
的
ケ
ア
児

等
に
対
す
る
歯
科
訪
問
診
療
の

評
価
や
新
興
感
染
症
発
生
時
等

の
歯
科
訪
問
診
療
の
評
価
、
在

宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
届

け
出
を
行
っ
て
い
る
診
療
所
や

歯
科
訪
問
診
療
を
担
う
病
院
の

評
価
、
単
一
建
物
患
者
に
対
す

る
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
の
評

価
、
終
末
期
が
ん
患
者
等
に
対

す
る
訪
問
口
腔
衛
生
指
導
等
に

よ
る
口
腔
管
理
の
あ
り
方
、
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
給
付
調

整
の
緩
和
な
ど
に
つ
い
て
意
見

が
あ
っ
た
。

中医協

診
療
収
益
」「
そ
の
他
の
診
療

収
益
（
自
費
等
）」「
介
護
収

益
」
な
ど
の
項
目
で
は
収
益
増

と
な
っ
た
が
、
医
療
・
介
護
費

用
の
増
加
が
大
き
か
っ
た
た

め
、
前
出
の
通
り
大
幅
な
損
益

額
の
減
と
な
っ
た
。

財
務
省
は
財
務
局
が
実
施
し

た
機
動
的
調
査
で
、
診
療
所
の

利
益
率
が
他
産
業
と
比
べ
て
高

い
と
し
、
さ
ら
に
診
療
報
酬
を

下
げ
て
も
、
超
高
齢
社
会
で
受

診
者
が
増
え
れ
ば
医
療
機
関
の

報
酬
自
体
は
増
え
て
い
く
と

し
、
医
科
診
療
所
の
診
療
報
酬

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
主
張
し
て

い
る
。

し
か
し
、
東
京
23
区
の
歯
科

医
療
機
関
を
み
る
と
損
益
差
額

は
マ
イ
ナ
ス
14
・
５
％
と
際
立

っ
て
お
り
、
他
産
業
よ
り
も
利

益
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
ま

っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
次

回
診
療
報
酬
が
マ
イ
ナ
ス
改

定
、
も
し
く
は
こ
れ
ま
で
同
様

に
低
い
改
定
率
に
抑
え
ら
れ
れ

ば
、
地
域
医
療
の
存
続
も
危
う

く
な
る
。
実
態
に
即
し
た
改
定

が
強
く
望
ま
れ
る
。

３会員寄稿「声」
私はいつまで〝若手〟の歯科医師？（福田 友莉加先生）

４電子取引データの保存方法について
６インタビュー

東京都歯科衛生士会（藤山 美里会長、佐藤 静香副会長）

【新企画】退き際の思考 歯科医師をやめる
　　　　　　　　　　　  （中野 多美子さん）

７

症例研究
Ｎｉ－Ｔｉロータリーファイルを用いた加圧根管充填処置

９

収益悪化が拡大収益悪化が拡大
個人立　前年度比で損益率個人立　前年度比で損益率６６％減％減

医療経済実態調査医療経済実態調査

（ 1） 第６４５号 ２０２３年（令和５年）１２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
 いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



11
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
中

央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
に
お

い
て
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用

材
料
に
12
月
よ
り
新
た
に
「
タ

イ
プ
（
Ⅴ
）」
が
保
険
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

対
象
歯
は
、
大
臼
歯
で
単
冠

で
装
着
す
る
場
合
に
限
ら
れ

る
。
使
用
し
た
場
合
は
、
製
品

に
付
属
し
て
い
る
使
用
し
た
材

料
の
名
称
お
よ
び
ロ
ッ
ト
番
号

等
が
記
載
さ
れ
た
文
書
（
シ
ー

ル
等
）
を
カ
ル
テ
に
貼
付
す
る

等
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
。

点
数
は
１
８
１
５
点
（
技
術

料
１
２
０
０
点
＋
材
料
料
615

点
）
で
、
形
成
料
な
ど
の
点
数

は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
と
同
様
で
あ
る
が
、
サ

ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
処
理
お
よ
び
プ

ラ
イ
マ
ー
処
理
を
行
っ
た
う
え

で
、
接
着
性
レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト

を
用
い
て
装
着
す
る
こ
と
が
条

件
と
な
る
。

12
月
１
日
時
点
で
は
、「
松

風
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
（
株
式

会
社
松
風
）」
の
み
が
保
険
適

用
で
あ
る
。
本
製
品
は
、
既
存

の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用
材
料

に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
ポ
リ

エ
ー
テ
ル
エ
ー
テ
ル
ケ
ト
ン

（
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
）
を
主
成
分
と
し

て
無
機
質
フ
ィ
ラ
ー
を
配
合
し

た
レ
ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。

既
製
品
と
比
較
し
て
、
曲
げ

弾
性
率
が
低
い
５
Ｇ
Ｐ
ａ
以
下

と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
力
が
加

わ
っ
た
際
に
、「
た
わ
み
や
す

く
、
破
折
し
に
く
い
」
と
い
う

特
徴
が
あ
る
。

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
大
臼
歯

適
用
材
料
が
２
種
類
に

本
材
料
が
保
険
適
用
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
大
臼
歯
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用
材
料
が
２
種
類
に

広
が
っ
た
。
加
え
て
、
本
材
料

を
使
用
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
を
大
臼
歯
に
用
い
る
場
合

の
条
件
で
あ
っ
た
「
７
番
が
４

歯
残
存
し
て
い
る
こ
と
」
や

「
歯
科
用
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を

有
し
て
い
る
こ
と
」
な
ど
の
適

用
条
件
は
課
せ
ら
れ
な
い
。

10
月
29
日
、
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
は
会
長
・
理
事
長
懇
談
会
を

開
催
。「
国
民
皆
保
険
制
度
を

堅
持
す
る
た
め
、
現
行
の
健
康

保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
決

議
」を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
資
格
確
認
の
利
用
割
合
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
義
務

「
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
」関
東
ブ
ロ
ッ
ク
決
議

化
さ
れ
た
４
月
が
６
・
３
％
だ

っ
た
が
、
そ
の
後
６
カ
月
連
続

で
下
落
し
、
10
月
は
遂
に
４
・

49
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
状

態
で
あ
る
（
表
参
照
）。

◆

「
決
議
」
の
主
な
内
容

決
議
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
相

次
い
で
明
ら
か
に
な
る
中

で
、
国
民
の
間
に
お
け
る
健
康

保
険
証
廃
止
へ
の
根
強
い
反
対

や
深
刻
な
不
安
感
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

健
康
保
険
証
の
廃
止
方
針
を
直

ち
に
撤
回
す
る
と
と
も
に
、
ト

ラ
ブ
ル
発
生
時
の
対
応
の
た

め
、
国
民
に
健
康
保
険
証
の
持

参
を
広
く
周
知
す
べ
き
で
あ
る

と
し
た
う
え
で
、「
国
民
皆
保

険
制
度
を
堅
持
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
健
康
保
険
証
の
存
続
」

を
強
く
求
め
て
い
る
（
全
文

は
、協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
）。

各
方
面
か
ら
健
康
保
険
証
存
続
要
求
の
動
き

立
憲
廃
止
時
期
延
期
の
法
案
提
出

　
集
会
に
は
国
会
議
員
や

　
マ
ス
コ
ミ
が
多
数
参
加

健
康
保
険
証
の
廃
止
を
巡
っ

て
は
、
10
月
６
日
に
日
本
弁
護

士
連
合
会
が
現
行
の
健
康
保
険

証
を
選
択
す
る
権
利
を
認
め
る

こ
と
を
求
め
る
決
議
を
発
表

し
、
さ
ら
に
10
月
20
日
に
は
立

憲
民
主
党
が
廃
止
時
期
の
延
期

を
求
め
る
法
案
を
臨
時
国
会
に

提
出
す
る
な
ど
、
新
た
な
展
開

を
見
せ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
11
月
９
日

に
開
催
さ
れ
た
「
健
康
保
険
証

を
残
そ
う
！
」
国
会
内
集
会

（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
主

催
）
に
は
、
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

含
め
て
318
名
の
参
加
者
、
読
売

新
聞
や
共
同
通
信
な
ど
マ
ス
コ

ミ
５
社
も
取
材
に
訪
れ
た
。
ま

た
、
国
会
議
員
も
13
名
が
挨
拶

に
駆
け
付
け
た
。

　
紐
づ
け
誤
り
が
次
々
と
判
明

　
保
険
証
を
残
す
決
断
必
要

集
会
で
は
、
竹
田
智
雄
保
団

連
副
会
長
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

問
題
を
巡
る
総
点
検
の
現
状
を

報
告
し
た
。
岸
田
文
雄
首
相
は

総
点
検
の
結
果
を
見
定
め
て
対

応
す
る
と
し
て
い
る
が
、
竹
田

副
会
長
は
10
月
６
日
の
総
点
検

本
部
の
報
告
に
お
い
て
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
紐
づ
け
誤
り
が
累

計
８
千
544
件
ま
で
増
え
た
こ
と

な
ど
の
状
況
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
健
康
保
険
証
の
廃
止

に
合
わ
せ
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証

が
あ
る
患
者
に
は
「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」
が
、
マ
イ
ナ
保

険
証
が
な
い
患
者
に
は
「
資
格

確
認
書
」
が
送
ら
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、
そ
れ
ら
の
発
行
の
コ
ス
ト

な
ど
を
考
え
れ
ば
健
康
保
険
証

を
残
し
た
ほ
う
が
良
く
、「
岸

田
首
相
は
健
康
保
険
証
を
残
す

決
断
を
す
べ
き
だ
」
と
強
く
訴

え
た
。

な
お
、
87
自
治
体
で
現
行
の

健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
「
各
協
会
・
医
会
の
奮

闘
に
よ
る
も
の
だ
」
と
し
て
、

「
こ
れ
以
上
オ
ン
資
・
オ
ン
請

求
で
閉
院
す
る
医
療
機
関
が
出

な
い
よ
う
に
し
た
い
。
今
、
協

会
活
動
に
対
す
る
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

２
０
２
４
年
度
歯
科
用
貴
金
属

随
時
改
定
は
４
・
９
・
12

・

３
月
に
実
施
へ

11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
中

医
協
総
会
で
は
、
２
０
２
４
年

度
診
療
報
酬
改
定
の
実
施
が
６

月
に
後
ろ
倒
し
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
歯
科
用
貴
金
属
の
随
時

改
定
を
ど
う
す
べ
き
か
を
巡
っ

て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

24
年
度
は
、
４
月
に
随
時
改

定
を
行
い
、
２
カ
月
後
の
６
月

に
基
準
材
料
価
格
改
定
を
行

う
。
そ
の
後
の
随
時
改
定
は
、

９
月
、
12
月
、
３
月
に
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
25
年
度
以
降
は
、
６

月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
に
随

時
改
定
が
行
わ
れ
る
。

オ
ン
資
義
務
化
対
象
外
の
医

療
機
関
は
モ
バ
イ
ル
端
末
で

資
格
確
認
を
行
う
運
用
に

一
方
、
社
会
保
障
審
議
会
医

療
保
険
部
会
が
11
月
９
日
に
開

催
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
導
入
義
務
化
対
象
外
の
医

療
機
関
に
対
す
る
運
用
が
示
さ

れ
た
。

具
体
的
に
は
、
医
院
側
で
用

意
し
た
モ
バ
イ
ル
端
末
に
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
、
認
証
選
択
画
面
か
ら
目

視
確
認
、
ま
た
は
４
桁
の
暗
証

番
号
入
力
の
ど
ち
ら
か
を
選
択

し
、
患
者
が
持
参
し
た
マ
イ
ナ

保
険
証
を
読
み
取
っ
た
う
え

で
、
資
格
情
報
を
確
認
す
る

（
左
イ
メ
ー
ジ
参
照
）。

4

5

6

7

１０月９月８月７月６月５月４月

（単位：％）

６.３％

６.０％ ５.57％

５.03％

４.67％
４.54％

４.49％5％を切る

マイナンバーカードによる資格確認の利用率

【初期設定】
①事前の準備として、医療機関が用意したモバイル端末の登録やアプリケーシ
ョンのインストール等のセットアップ作業を行う。

【本人確認の認証方法の選択・確認】
②医療機関の担当者等が患者の資格確認を行う。本人確認は（A）職員による目視
確認、（B）患者による４桁の暗証番号の入力のいずれかを選択して行う。（本人確
認の認証方法A、Bは設定メニューから切り替え可能）

【マイナンバーカードの読み取り】
③医療機関の担当者等がモバイル端末（又は接続
した汎用カードリーダー）を用いて患者のマイナ
バーカードを読み取る。

【資格情報の確認】
④資格情報を確認する。

医療機関の担当者等

ログイン
パスワード 生体認証

◆モバイル端末登録
◆アプリインストール

ログイン画面

or

患者医療機関の担当者等

▶

（A）目視確認
認証選択を押下し、目視で本人確認を行う

患者

（B）４桁の暗証番号入力
医療機関の担当者等が認証選択を押下
し、患者が４桁の暗証番号を入力する

医療機関の担当者等
※マイナンバーカードは
預からないようにする

➡

【マイナンバーカードの読み取り】

➡

【マイナンバーカードの読み取り】

➡➡➡➡➡➡➡
➡

【本人確認の認証方法の選択・確認】

➡

【本人確認の認証方法の選択・確認】

◆アプリインストール

➡

◆アプリインストール

➡

した汎用カードリーダー）を用いて患者のマイナ

➡

した汎用カードリーダー）を用いて患者のマイナ

➡

or

オンライン資格確認導入義務化対象外医療機関における
モバイル端末の画面操作イメージ

大臼歯のCAD/CAM冠用材料
新たにタイプ（Ⅴ）が追加
（松風ブロックPEEK）　

中
医
協
・
社
保
審

中
医
協
・
社
保
審

歯
科
用
貴
金
属
随
時
改
定

オ
ン
資
モ
バ
イ
ル
端
末
も
議
論
に

（ 2）第６４５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）１２月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議

会
（
以
下
「
財
政
審
」）
は
11

月
20
日
、
来
年
度
予
算
案
の
編

成
に
向
け
た
提
案
に
あ
た
る

「
秋
の
建
議
」
の
中
で
、
２
０

２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
初
・
再
診
料
を
中
心
に
診

療
所
の
報
酬
単
価
を
引
き
下

げ
、「
マ
イ
ナ
ス
改
定
」
を
提

言
し
た
。

し
か
し
、
財
政
審
が
マ
イ
ナ

ス
改
定
の
根
拠
と
し
た
機
動
的

調
査
に
よ
る
診
療
所
に
お
け
る

収
益
・
費
用
・
利
益
の
状
況

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
医
療
機

関
の
収
益
が
落
ち
込
ん
で
い
た

２
０
２
０
年
を
土
台
に
比
較
す

る
こ
と
で
収
益
の
上
昇
率
を
強

調
し
、
社
会
保
障
費
を
削
減
し

た
い
財
務
省
の
意
図
が
反
映
さ

れ
た
合
理
性
を
欠
い
た
比
較
デ

ー
タ
で
あ
る
。
建
議
の
中
で
用

い
る
に
は
実
態
を
反
映
し
た
デ

ー
タ
で
は
な
い
た
め
、
不
適
当

で
あ
る
。

診
療
報
酬
改
定
を
巡
っ
て

は
、
国
の
低
医
療
費
抑
制
策
が

敷
か
れ
、
前
回
の
本
体
の
改
定

率
は
わ
ず
か
０
・
43
％
に
抑
え

ら
れ
、
歯
科
に
お
い
て
は
２
０

１
４
年
度
以
降
の
改
定
率
は
1

パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
状

況
で
あ
る
。
財
務
省
が
示
す
医

療
費
の
伸
び
は
高
齢
人
口
の
増

加
や
、
医
療
費
の
高
度
化
等
に

よ
る
医
療
費
の
自
然
増
を
示
す

も
の
に
過
ぎ
ず
、
医
療
機
関
の

経
営
実
態
を
示
し
た
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

恣
意
的
な
デ
ー
タ
を
持
ち
出
し

て
「
極
め
て
良
好
な
経
営
状

況
」
と
す
る
こ
と
は
、
誤
っ
た

方
向
に
誘
導
す
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。

現
在
、
歯
科
材
料
費
、
水
道

光
熱
費
等
、
物
価
高
騰
が
歯
科

医
院
経
営
に
与
え
て
い
る
影
響

が
前
回
改
定
時
よ
り
も
増
し
て

大
き
い
。
現
場
か
ら
は
歯
科
医

院
経
営
の
苦
し
さ
に
耐
え
切
れ

な
い
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い

る
。
ま
た
建
議
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ

け
が
５
類
感
染
症
に
変
更
さ

れ
、「
経
済
情
勢
は
平
時
に
戻

っ
た
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、

医
療
機
関
に
お
い
て
は
感
染
症

対
策
が
不
要
に
な
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
感
染
対
策
に
か
か
る

物
品
の
購
入
や
人
材
確
保
等
の

費
用
の
支
出
が
継
続
す
る
な
ど

「
有
事
」
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
物
価

高
騰
で
疲
弊
し
て
い
る
医
療
機

関
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
改
定
を

求
め
る
こ
と
は
、
国
民
に
対
し

て
安
心
で
き
る
歯
科
医
療
の
提

供
を
阻
む
だ
け
で
な
く
、
岸
田

首
相
が
民
間
企
業
と
同
様
に
求

め
る
医
療
・
介
護
従
事
者
の
賃

上
げ
の
実
現
は
不
可
能
で
あ

る
。
地
域
医
療
を
守
り
、
国
民

が
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る

た
め
に
も
次
期
診
療
報
酬
改
定

は
大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
が
不
可

欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
診
療
報
酬
の
大
幅
な

プ
ラ
ス
改
定
を
強
く
要
望
す
る
。

２
０
２
３
年
11
月
27
日

　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
政
策
委
員
長　
松
島
良
次

※
参
考：歯
科
改
定
率
の
推
移
／

２
０
１
４
年
0・99
％
、16
年

0・61
％
、18
年
0・69
％
、20

　
年
0・59
％
、22
年
0・29
％

政策委員長政策委員長
談話談話

次
期
診
療
報
酬
は

大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
が
不
可
欠
で
あ
る
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去
る
２
０
２
３
年
10
月
28

日
、
私
が
尊
敬
す
る
歯
科
医
師

の
一
人
で
あ
る
中
川
勝
洋
元
会

長
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

中
川
先
生
と
の
出
会
い
は
、

30
年
ほ
ど
前
の
保
険
指
導
相
談

で
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ

れ
る
の
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
私
に
、
保
険
医
と
し
て
足

り
な
い
知
識
を
指
摘
さ
れ
る
だ

け
だ
か
ら
と
勇
気
づ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
増
え
続
け
る
歯
科
医

院
の
競
争
社
会
の
中
で
は
、
ラ

イ
バ
ル
の
存
在
で
も
あ
る
歯
科

保
険
医
に
救
い
の
手
を
差
し
伸

べ
て
く
れ
る
懐
の
深
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
救
っ
て
い
た
だ
い
た

恩
返
し
に
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
と
考
え
、
中
川
先
生

の
も
と
で
保
険
指
導
の
お
手
伝

い
を
し
て
き
ま
し
た
。
お
会
い

し
て
お
話
を
聞
く
た
び
に
、
自

分
に
は
な
い
世
界
観
に
魅
せ
ら

れ
ま
し
た
。

中
川
先
生
は
、
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
『
保
険
と
学
術
の
融

合
』
が
必
要
と
の
視
点
か
ら
、

保
険
制
度
だ
け
で
は
な
く
会
員

へ
の
学
術
振
興
に
も
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。
一
方
で
、
真
面
目
に

良
い
歯
科
医
療
を
行
っ
て
い
る

保
険
医
が
報
わ
れ
る
よ
う
に

と
、
保
険
制
度
の
改
善
も
同
時

に
行
い
ま
し
た
。
国
会
議
員
を

介
し
て
学
習
会
を
立
ち
上

げ
、
厚
労
省
の
保
険
局
医
療
課

の
課
長
補
佐
（
歯
科
診
療
報
酬

改
定
の
責
任
者
）
と
の
懇
談
を

実
現
さ
せ
ま
し
た
。
臨
床
現
場

の
問
題
点
と
改
善
点
を
的
確
に

捉
え
た
懇
談
の
中
身
は
、
厚
労

省
側
も
大
い
に
参
考
に
な
る
と

評
価
し
、
現
在
で
も
協
会
の
意

見
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
07
年
９
月
に
は
、
協

会
の
会
員
歯
科
医
師
が
個
別
指

導
を
苦
に
自
死
さ
れ
た
事
件
の

際
は
、「
こ
ん
な
こ
と
が
二
度

と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、

個
別
指
導
の
場
に
弁
護
士
を
帯

同
さ
せ
、
そ
の
場
で
の
や
り
取

り
の
録
音
を
可
能
と
し
、
恫
喝

防
止
の
対
策
を
実
現
し
ま
し

た
。
そ
の
お
陰
で
、
現
在
の
指

導
現
場
は
、
た
い
へ
ん
穏
や
か

な
空
気
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
政
治
経
済
に
も
精
通

し
た
歯
科
医
師
で
し
た
の
で
、

不
偏
不
党
の
も
と
、
自
分
た
ち

の
考
え
を
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
、
ど
の
党
の
ど
の
よ
う
な
政

治
家
と
も
交
流
し
、
話
し
合
い

ま
し
た
。
そ
の
話
術
は
政
治
家

さ
え
も
舌
を
巻
く
ほ
ど
で
し
た
。

そ
の
よ
う
に
偉
大
な
中
川
先

生
の
指
名
を
受
け
、
会
長
と
な

定期総会で握手を交わす定期総会で握手を交わす
中川勝洋元会長（左）と松島良次前会長中川勝洋元会長（左）と松島良次前会長

物
価
高
騰
に

物
価
高
騰
に

対
す
る

対
す
る

っ
た
私
は
、
何
か
大
き
な
決
断

を
迫
ら
れ
た
時
に
、
常
に
「
中

川
先
生
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
考

え
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る

だ
ろ
う
か
」
と
意
識
し
て
会
長

任
期
を
務
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
の
私
の
知

識
や
人
格
形
成
に
深
く
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
中
川
勝
洋
先
生

の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ほ
ぼ
休

み
な
く
活
動
し
続
け
た
中
川
先

生
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
、

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

中
川
先
生
は
、

私
の
知
識
や
人
格
形
成
に

深
く
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

追 悼

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

第
４
代
会
長
　
松
島
良
次

求
め
た
。

岸
田
文
雄
首
相
は
、
来
年
秋

の
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い

て
、
廃
止
時
期
の
延
期
を
排
除

し
な
い
意
向
を
示
し
て
い

る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
は
誤
登
録

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
お

り
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に

利
用
率
も
低
調
で
あ
る
。
資
格

確
認
全
体
に
占
め
る
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
の
推
移
を
み
る

と
、
今
年
７
月
５
・
03
％
、
８

月
４
・
67
％
、
９
月
４
・
54

％
、
10
月
４
・
49
％
と
な
っ
て

お
り
、
約
95
％
が
健
康
保
険
証

で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
の

健
康
保
険
証
の
廃
止
は
現
実
的

で
は
な
い
。

物
価
を
踏
ま
え
診
療
報
酬
の

プ
ラ
ス
改
定
が
必
須

要
請
時
に
は
「
診
療
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
医
師・

歯
科
医
師
要
請
署
名
」
も
提

出
。
署
名
と
と
も
に
寄
せ
ら
れ

た
一
言
に
は
、「
物
価
高
騰
に

見
合
う
従
業
員
の
賃
上
げ
が
で

き
な
い
」「
ス
タ
ッ
フ
を
定
着

さ
せ
医
療
体
制
を
整
え
る
た
め

に
も
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を

要
望
し
ま
す
」
な
ど
、
物
価
高

で
経
営
が
苦
し
い
現
状
が
に
じ

み
出
る
意
見
が
多
数
あ
る
こ
と

を
紹
介
。「
物
価
高
で
も
２
年

間
は
診
療
報
酬
が
変
わ
ら
な

い
。
物
価
高
を
踏
ま
え
て
、
次

期
改
定
は
大
幅
な
引
き
上
げ
を

し
な
い
と
お
か
し
い
」
と
、
大

資
格
確
認
の
約
95
％
は

健
康
保
険
証

廃
止
は
無
理
筋

健
康
保
険
証
の
存
続
と
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
を
求
め
、
10

月
26
日
、
森
元
主
税
・
矢
野
正

明
両
理
事
が
国
会
議
員
に
要
請

を
行
っ
た
。
当
日
ま
で
に
会
員

ら
か
ら
集
め
た
約
２
千
筆
の
署

名
を
国
会
議
員
に
提
出
し
、
健

康
保
険
証
の
存
続
を
各
議
員
に

幅
な
プ
ラ
ス
改
定
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
各
議
員
に
強
く
訴
え

た
。

▼
な
お
、要
請
を
行
っ
た
国
会

議
員
は
以
下
の
通
り
（
＊
印
は

秘
書
対
応
／
順
不
同・敬
称
略
）

﹇
衆
議
院
﹈　
伊
藤
し
ゅ
ん
す

け
（
立
憲
）、
宮
本
徹
（
共

産
）、
山
岸
一
生
（
立
憲
）
＊

﹇
参
議
院
﹈
田
村
智
子
（
共

産
）、
青
木
愛
（
立
憲
）、
川
田

龍
平
（
立
憲
）
＊
、
牧
山
ひ
ろ

え
（
立
憲
）
＊

保険証の存続と保険証の存続と
診療報酬の引き上げを！診療報酬の引き上げを！
署名を携え、国会議員に緊急要請署名を携え、国会議員に緊急要請

矢野理事、宮本徹議員、森元理事（左
から）

森元理事と田村智子議員

ま
る
の
は
分
か
っ
て
い
ま
す
の

で
、
決
し
て
怒
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
科
医
師
に
な
り
、
研
修
医

や
勤
務
医
時
代
は
教
わ
る
こ
と

も
多
く
、
ま
だ
ま
だ
一
人
前
の

歯
科
医
師
と
い
う
自
覚
も
な
け

れ
ば
、
一
緒
に
働
く
ス
タ
ッ
フ

や
患
者
さ
ん
に
も
〝
若
手
〞
と

思
わ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
後
歯
科
医
師
だ

っ
た
父
の
急
逝
に
よ
っ
て
同
級

生
よ
り
比
較
的
早
く
院
長
に
な

っ
た
私
。
父
の
代
か
ら
来
院
し

て
い
る
患
者
さ
ん
に
、
臼
歯
部

の
抜
歯
を
し
よ
う
と
し
て
こ
う

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん

「
そ
ん
な
細
っ
ち
い
腕
で
歯
な

　
ん
か
抜
け
る
の
？
」

私
「
…
。」

私
が
女
性
だ
か
ら
と
い
う
こ

と
も
一
因
で
し
ょ
う
が
、「
歯

は
力
だ
け
で
抜
く
も
の
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
よ
」
と
伝
え
ま
し

た
。
や
は
り
若
手
の
経
験
不
足

が
気
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
開
業
医
は
一
般
歯
科
治
療

す
べ
て
に
精
通
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
中
で
も
抜
歯
な
ど
の

外
科
処
置
は
、
患
者
さ
ん
側
か

ら
見
て
も
不
安
が
大
き
い
で
し

ょ
う
し
、
私
だ
っ
て
自
分
が
病

院
に
か
か
る
と
き
は
、
若
手
の

先
生
が
出
て
く
る
と
「
大
丈
夫

か
な
ぁ
」
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
の
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方

に
も
若
手
時
代
は
あ
っ
た
わ
け

で
す
し
、
日
々
進
歩
し
て
い
る

医
療
を
吸
収
し
て
い
く
の
に
年

齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

抜
歯
で
き
る
の
か
と
聞
か
れ

た
あ
の
日
か
ら
も
う
10
年
以
上

経
過
し
、「
抜
歯
後
も
痛
く
な

か
っ
た
」「
早
か
っ
た
」
と
言

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
人
生
100
年
時
代
、
健
康

で
い
ら
れ
れ
ば
い
つ
か
ベ
テ
ラ

ン
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

会員寄稿 「声」

私はいつまで

〝若手〟の歯科医師？

福田 友莉加（ふくだ・ゆりか）／目黒区

今
回
、
協
会
の
広
報
の
方
か

ら
電
話
で
依
頼
を
受
け
た
際
に

〝
若
手
の
先
生
〞
と
言
わ
れ
、

そ
の
言
葉
で
思
っ
た
こ
と
を
書

い
て
み
ま
し
た
。
歯
科
医
師
の

統
計
的
に
私
が
若
手
に
当
て
は

12
月
1
日
時
点
で

協
会
が
把
握
し
て
い

る
各
自
治
体
の
支
援

策
を
ま
と
め
た
。

各
自
治
体
が
行
っ

て
い
る
支
援
策
に
よ

っ
て
は
東
京
都
で
行

わ
れ
た
各
歯
科
診
療

所
へ
の
1
万
円
の
支

援
金
「
東
京
都
医
療
機
関
等
物

価
高
騰
緊
急
対
策
支
援
金
」
と

の
併
用
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
の
で
注
意
。
併
用
の
可
否
に

つ
い
て
は
、
各
自
治
体
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

自
治
体
に
よ
っ
て
支
援
策
を

講
じ
て
い
る
か
、
否
か
が
異
な

っ
て
い
る
が
、
協
会
は
す
べ
て

の
自
治
体
で
物
価
高
騰
に
対
す

る
支
援
策
の
実
施
を
求
め
て
い

る
。

ぜ
ひ
、
会
員
の
先
生
か
ら
も

所
属
す
る
自
治
体
に
向
け
、
支

援
策
の
実
施
を
求
め
る
声
を
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

秋
の
歯
科
決
起
集
会
が
10
月

26
日
に
衆
議
院
第
二
議
員
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。当
日
は
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
150
カ
所
を
つ
な
ぎ
、会

場
を
合
わ
せ
350
人
以
上
が
参
加

し
た
。
集
会
を
開
催
し
た「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」全
国

連
絡
会
の
岩
下
明
夫
氏（
歯
科

医
師
）は
、歯
科
技
工
問
題
や
、

歯
科
矯
正
な
ど
の
保
険
適
用
の

問
題
の
根
底
に
は
歯
科
の
診
療

報
酬
の
低
さ
が
あ
る
と
し
、
歯

科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
を
進
め

る
た
め
、
こ
の
集
会
で
声
を
上

げ
て
い
き
た
い
と
挨
拶
し
た
。

集
会
で
は
、
歯
科
署
名
の
取

り
組
み
と
患
者
負
担
軽
減
の
取

り
組
み
に
加
え
て
、
歯
科
技
工

問
題
お
よ
び
子
ど
も
の
歯
科
矯

正
保
険
適
用
拡
大
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ
た
。

歯
科
技
工
問
題
に
つ
い
て

は
、
仙
台
歯
科
技
工
専
門
学
校

校
長
の
伊
藤
多
佳
男
氏
が
入
学

者
の
減
少
や
早
期
退
職
者
が
多

い
こ
と
を
、
兵
庫
県
内
で
歯
科

技
工
所
を
経
営
す
る
泉
敏
治
氏

は
低
い
歯
科
技
工
料
と
長
時
間

労
働
の
問
題
を
、
北
海
道
の
歯

科
診
療
所
に
勤
務
す
る
歯
科
技

工
士
の
塚
田
大
助
氏
は
院
内
技

工
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集
会
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は
、
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工
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に
つ
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て
の
厚
生
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れ
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秋
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歯
科
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起
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会
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催

秋
の
歯
科
決
起
集
会
開
催

医療機関向けの支援事業
区市町村 事業内容 金額 申請締切 QR

文京区 医療機関等物価高騰
対策支援事業補助金 10万円 12/31まで

台東区 医療機関等光熱費高騰
対策支援事業補助金 10万円 12/15まで

小金井市 医療機関等物価高騰
対策支援給付金 5万円 1/19まで

青梅市 医療機関等に対する
物価高騰支援給付金 10万円 3/31まで

墨田区
医療機関等物価高騰対策
緊急支援金給付事業費　
※給付は歯科医師会会員
のみ、7月に給付済み

10万円 終了

葛飾区 福祉施設等経営安定化
支援金 10万円 終了

日野市
医療機関等原油価格・
物価高騰等に伴う事業所
支援金給付事業

10万円 終了

歯科医療機関でも利用できる物価高騰対策支援事業
区市町村 事業内容 金額 申請締切

新宿区 エネルギー価格高騰
緊急対策支援

最大20万円
事業費の4/5 3/31まで

杉並区 中小企業光熱費高騰
緊急対策助成金 3～15万円 12/31まで

狛江市 狛江市電気料高騰対策
支援金 最大10万円 1/31まで

稲城市 稲城市エネルギー価格
高騰対策支援金 5万円 終了

調布市 市内事業者物価高騰支援
事業費補助金 最大30万円 終了

町田市 物価高騰対策事業者給付
金 最大10万円 終了

各自治体の支援策

森元理事と伊藤しゅんすけ議員
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に支払を受ける給与の総額が103万円
以下である人（退職後本年中に他の勤
務先等から給与の支払を受けると見込
まれる場合を除きます）。

Q　例年との変更点・注意点はあるか？

A　注意すべきことは、主に以下の２点です。
(1)配偶者や扶養親族が退職所得を年内に受け

取る予定がある場合など（受け取った場合
を含む、以下同じ）は申告する必要がある
こと

(2)扶養控除等が適用される国外居住親族の範
囲の一部変更

　(1)については、各種控除の対象となる配偶
者または扶養親族が退職所得を年内に受け取
る予定がある場合など、退職所得を除いた所
得の見積額などを記入する必要があります。
それにより、「給与所得者の扶養控除等（異
動）申告書」の記載欄に変更が生じていま
す。対象の扶養親族がいない場合は、関係は
ありません。(2)については、範囲の変更点を
表にまとめましたのでご確認ください（表参
照）。どちらも対象の従業員は限られますが、
記入しなければ適用漏れとなる可能性があり
ますので、要件を従業員に伝えておくことを
おすすめします。

Q　従業員から年末調整を電子データで提出
できないかと聞かれた。どういうことか。

A　紙ベースで行われていた年末調整の手続
が、2020年10月からデータ処理することがで
きるようになりました。控除証明書発行に電
子化対応とした保険会社も増えたため、従業
員から質問が出たものと思われます。利用す

経営・税務相談Q＆A  No.411

年末調整
～ 2023年分の変更点と

電子化について～
　経営管理部では、会員の皆さんからの経営
に関する相談や税務、法律、医療安全などに
関する相談に電話でお答えしています。何か
お困りのことがあれば、まずは協会にご相談
ください（電話：03－3205－2999）。
　今回は、年末調整に関するQ&Aをご紹介
します。

Q　年末調整は必ず使用者が行わないとい
けないのか。対象者の範囲などを教えて
ほしい。

A　年末調整を行うことは使用者にとっての
義務です。従業員の人数に係わらず、対象者
については必ず行わなければなりません。忘
れずに行ってください。年末調整の対象者
は、「給与所得者の扶養控除等（異動）申告
書」を提出している人（※実際、多くは年末
調整時に合わせて提出）のうち、次のいずれ
かに該当する人です。
⑴１年を通じて勤務している人
⑵年の中途で就職し、年末まで勤務している人
⑶年の中途で退職した人のうち、次の人

①死亡により退職した人
②著しい心身の障害のため退職した人

で、その退職の時期からみて、本年中
に再就職ができないと見込まれる人

③12月中に支給期の到来する給与の支払
を受けた後に退職した人

④いわゆるパートタイマーとして働いて
いる人などが退職した場合で、本年中

るには、以下のように従業員、歯科医院それ
ぞれが電子対応を行います。

①従業員が控除証明書などを電子データ
で取得し、それを利用して年末調整申
告書データを作成

②歯科医院が従業員から①の年末調整書
データおよび控除証明書等データの提
供を受け、これを利用し年税額の計算
を行う

　また、電子化するには以下の検討が必要です。
(1) どこまで電子化するか（完全電子化か、

一部のみ電子化するか）
(2)どのシステムを利用するか（国税庁の年調

ソフトか、民間の年末調整システムか）
　よって、2023年度の電子化の検討は、準備
期間が短く、発行会社によっては控除証明書
の電子化に対応していない場合もあるため注
意が必要です。
　電子化は義務化されたものではありませ
ん。マイナポータルなど政府が推進するデジ
タル化政策の１つです。また、従業員が自ら
行わなければならないことも多くなりますの
で、今後電子化に対応するかどうかは、手続
きの担当者と従業員の特徴に合わせてご検討
ください。

非居住者である扶養家族非居住者である扶養家族 2022年以前2022年以前 2023年以2023年以降降

16 ～ 29歳 〇 〇

30 ～ 69歳

①留学生 〇 〇
②障害者 〇 〇
③38万円以上の送金
を受けているもの 〇 〇

①～③以外 〇 ×
70歳以上 〇 〇

扶養控除等が適用される国外居住親族の範囲

電子取引データの保存方法について
～電子帳簿保存法の改正　歯科医院でやっておきたい準備～

　2022年１月１日に施行された改正電子帳簿保存
法では①電子帳簿保存、②スキャナ保存、③電子
取引データ保存について定められており、このう
ち①、②は任意、③は義務となっています。今回２
年間の電子取引データの保存義務の猶予措置が
終了し、2024年１月１日から完全義務化されます。
　１月１日からは、請求書・領収書・見積書などを電
子取引データで送付・受領した場合、その電子取引
データを一定の要件を満たした形式で電子保存す
ることが求められます。なお、郵送や手渡しにより
紙で請求書や領収書等を授受した場合は従来通
り紙保存できます。

①通販サイトで消耗品等を購入した場合に電子メー
ルで受信する請求書や領収書のデータ

②通販サイトのホームペーシﾞからダウンロードした
請求書や領収書のデータ

③クラウドサービスを利用して受け取るもしくは患
者に発信する請求書や領収書のデータ

④事業で利用しているクレジットカードの利用明細
データ

⑤研究会などの移動で利用したPASMOなどの交通
系のICカードによる支払いデータ

⑥資材購入などでスマホ決済などを利用した場合の
決済データ

⑦電子データが残るFAX機（複合機）による請求書
や領収書等のデータ

⑧取引先がＤＶＤ等の記録媒体で持参した請求書や
領収書等のデータなど

＜歯科医院の電子取引データの対象となる請求書等＞
前記①～⑧のような電子取引により授受する請求書等の具体例

医院が発行した請求書等 医院が受け取った請求書等

治療費の請求書
保険診療・自費診療領収書
物販（歯ブラシなど）領収書
治療契約書
自費治療見積書　など

材料・物品購入の請求書
材料・物品購入の領収書
交通費・会費・交際費などの領収書
リース契約書
テナント借用契約書
機材購入時の見積書　など

※なお、郵送や手渡しにより紙の請求書や領収書等（手書きの請求書
や領収書等も含む）を授受した場合は従来通り紙保存できます。

【電子取引データの保存要件】

　電子取引データは、保存要件に従って保存しな
ければなりません。保存要件は大きく分けて、「１．
真実性の確保（保存する電子取引データが改ざん
されないようにすること）」および「２．可視性の確
保（保存されたデータを検索・表示できるようにす
ること）」の２つを満たす必要があります。ただし、
これらの保存要件を満たせない相当の理由等があ
る場合には猶予措置があります。猶予措置につい
ては、最後に説明します。

１．真実性の確保（保存する電子取引データが改ざ
んされないようにすること）
　(５面下表１参照 )　表内の（１）～（４）のいずれ
かを行う必要があります。（１）～（３）はタイムスタ
ンプおよびシステム導入に係る費用等が必要にな
りますが、（４）の事務処理規程の作成については、
国税庁ホームページに記載の「電子取引データの
訂正及び削除の防止に関する事務処理規程」のサ
ンプル（右記≪参考国税庁ＱＲ≫）を参考に作成
することもできるため費用がかかりません。

（表内の（１）～（４）のいずれか１つでOK)

２．可視性の確保（保存されたデータを検索・表示
できるようにすること）
　(５面下表２参照 )　表内（１）～（３）に記載した
措置を全て行う必要があります。（１）と（２）はパソ
コンやシステムの操作マニュアル等を備え付けて
おけば良いので比較的容易に準備できると思いま

すが、（３）は保存した電子取引データをルールに
従った方法で検索できるようにする必要がありま
す。ただし、一定の要件に該当すれば検索機能不要
とすることもできます。

３．保存要件に対応できない場合の猶予措置
　上記「１．真実性の確保」「２．可視性の確保」の要
件を満たせないことについて、税務署長が「相当の
理由がある※２」と認める場合（事前申請等は不
要）で、税務調査等の際に税務署から電子取引デ
ータのダウンロードの求め、およびその電子取引
データをプリントアウトした書面の提示提出の求
めにそれぞれ応じることができる場合には「１．真
実性の確保」「２．可視性の確保」の要件は不要で
す。

※２　「相当の理由がある」については、例えばシ
ステム等や社内ワークフローの整備が整ってお
り、電子取引データを保存要件に従って保存で
きるにもかかわらず、資金繰りや人手不足等の
理由がなく、そうした要件に従って電子保存し
ていない場合には「相当の理由がある」とは認め
られず、この猶予措置の適用は受けられないこ
とになります。

◇１月までに備えなければいけないこと

①電子データをどのように保管するかを定めた事
務処理規定の作成

　タイムスタンプ機能は導入に費用
が掛かるため、事務処理規定で代用
するのが現実的です。国税庁にサンプ
ルがあるので、ご活用ください。
≪参考：国税庁ＱＲ≫

「電子取引データの訂正及び削除の防止に関する
事務処理規定」や「索引簿の作成例」のサンプル

②医院内での電子データの保管方法の共有
　電子メールで発信する請求書（取引内容が含ま
れた電子メールを含む）、電子メールで受領した領
収書、複合機内のFAXデータなど、受付などで取
り扱いがありそうな電子データについては、保管
方法を共有しておく必要があります。

税理士法人　税制経営研究所

【歯科医院で発生すると想定される電子取引デー
タの具体例】



会員優待のご案内

お申し込みはQRまたはお電話で
03(3205)2999

主な優待サービス
・サンリオピューロランド入場割
引券
・フジヤマ倶楽部の優待
・リソルの森
・プリンスホテル
・ワイム貸会議室の利用
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研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－9 TDビル （交通は上記「＊１」と同じ）
＊3　東京保険医協会セミナールーム：東京都新宿区西新宿3ー2ー7 KDX新宿ビル4F
＊4　Web開催・配信はＺoomウェビナーを使用します。
＊5　Web開催・配信はＺoomミーティングを使用します。

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準に対応した「院内感染防止
対策講習会」をWebにて開催いたします。
　参加希望の場合はデンタルブックに登録の上、マイページからご予約くだ
さい。決済方法は予約後、メールにてご案内いたします。なお、今講習会は
Zoomウェビナーでの視聴後に確認テストを行い、合格した方のみに修了証
をメールにてお送りする予定です。

日　時　12月20日（水）午後１時～２時
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長）
会　場　Web開催（＊4）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　1,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。

第９回 院内感染防止対策講習会第９回 院内感染防止対策講習会

デンタルブック
ログインページ

経営管理研究会経営管理研究会
「歯科医院の事業承継・継承の実態とポイント」「歯科医院の事業承継・継承の実態とポイント」

　高齢化が進む日本では、歯科医院を存続させていくための事業承継・継承が
大きな問題となっています。そこで、歯科医院の事業承継・継承に関しての実
態やポイントを当会の坪田有史会長がわかりやすく解説します。
　地域医療を守るためにも事業を継承していくことは大切です。今後、歯科医
院の事業承継・継承を検討している先生は、ぜひご参加ください。

日　時　12月７日（木）午後７時～８時30分
講　師　坪田 有史 氏（東京歯科保険医協会会長）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４F（＊2）
定　員　会場参加：25名
対　象　会員およびご家族
参加費　無料
予　約　右のQRからお申し込みください。

予約フォーム

　2023年度の新規個別指導は、開業後、概ね半年～８カ月以内の医療機関が
選定されています。指導対策は通知が届く前に、早い段階で準備を進めるこ
とが大切です。講習会では指導で指摘されやすい事項を含め、保険診療の基
本的なルールやカルテ記載、請求方法、自費と保険の考え方を丁寧に解説し
ます。過去の参加者からは「開業前に参加しておくべきだった」との声も寄
せられる内容です。新規個別指導対策のためだけではなく、これから開業を
検討している先生や、もう一度、保険診療について勉強したい先生、勤務医
の先生にもぜひご参加いただきたい講習会です。

日　時　2024年１月14日（日）午前10時～午後５時
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４F（＊2）
定　員　50名
対　象　歯科医師
参加費　会　　員：13,000円
　　　　未入会員： 30,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。

新規開業医講習会 新規開業医講習会 

予約フォーム

　超高齢社会と少子化、そしてコロナ禍が我々の医療環境を大変厳しい状況
に追いやっています。特に、超高齢と生活習慣病の増加によるハイリスク患
者の歯科治療は安全かつ的確に行わなければなりません。今回の講演では、
GPが侵襲的歯科治療を行う上で注意すべき全身疾患の知識、そして患者病
態の予見とその回避について解説を行います。さらに本年７月に発表された
MRONJ対策についても最新情報をお知らせする予定です。明日からの臨床
（訪問診療も含め）に役立つ内容をお示しします。

日　時　12月21日（木）午後７時～９時
講　師　柴原 孝彦 氏（東京歯科大学名誉教授、
　　　　　　　　　　  同大千葉歯科医療センター客員教授、
　　　　　　　　　　  同大千葉歯科医療センター長補佐）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊4）
定　員　会場参加：18名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会場参加の場合、同伴者１名につき1,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからもお申し込みいただけます。予約フォーム

第 ３ 回学術研究会第 ３ 回学術研究会
有病者にやっていい治療、だめな治療有病者にやっていい治療、だめな治療

～新しいMRONJ対策も含めて～～新しいMRONJ対策も含めて～

改定ポジションペーパーの検証改定ポジションペーパーの検証
 ～　医歯薬科学的根拠に基づく骨粗鬆症と ～　医歯薬科学的根拠に基づく骨粗鬆症と

薬剤関連顎骨壊死の薬剤関連顎骨壊死の

risk/benefitバランス最適化戦略　～risk/benefitバランス最適化戦略　～
　今年７月に「薬剤関連顎骨壊死の病態と管理: 顎骨壊死検討委員会ポジシ
ョンペーパー 2023」が発表されました。今年の医療安全講習会では改定され
たポジションペーパーの解説とともに、日常診療で注意が必要な顎骨壊死
（MRONJ）についての治療や、予防についてのアプローチを医歯薬連携の
実例を示しながら解説を行います。ぜひ、ご参加ください。
　なお、この講習会は医療法に定める医療安全管理のための研修としても活
用いただけます。

日　時　2024年１月21日（日）午後２時30分～５時
会　場　東京保険医協会 セミナールーム（＊3）・Web配信（＊4）

［講演１］
講演テーマ　「薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）の新ポジション
　　　　　　ペーパーと骨粗鬆症検診普及後の歯科の対応
　　　　　　について～MRONJ根治を目指して」
講　師　関谷 秀樹 氏（東邦大学医学部医学科口腔外科学研究室
　　　　　　　　　　  准教授）

［講演２］
講演テーマ　「ビスホスホネートの有用性と、副作用としての
　　　　　　  顎骨壊死との関連について」
講　師　清末 有宏 氏（森山記念病院 循環器センター
　　　　　　　　　　  センター長）

定　員　会場参加：30名、Web参加：500名
対　象　歯科医師・医師、
　　　　コ・デンタルスタッフ、コ・メディカルスタッフ
参加費　無料
予　約　右のQRからお申し込みください。

医科・歯科医療安全講習会 医科・歯科医療安全講習会 

予約フォーム

（１）タイムスタンプ （２）保存者等 （３）システム （４）事務処理規定
タイムスタンプ付与
後に取引情報の授
受を行う

情報の授受後、速やかに
タイムスタンプを付し、保
存者と監督者に関する情
報を確認できる

訂正や削除を確認できる
システム、または訂正や削
除を行うことができないシ
ステムを使用する

訂正や削除の防止に
関する事務処理規定
を定め、それに沿った
運用を行う

表１

（１）電子機器 （２）概要書 （３）検索機能
保存場所に操作
マニュアルを備
え付け、整然およ
び明瞭な状態で
すみやかに出力
できるようにして
おくこと

電子計算機
処理システム
の概要書を
備え付けてお
くこと（自社
開発のプログ
ラムを使用す
る場合に限り
ます）

❶取引年月日、取
引金額、取引先に
ついて検索できる
ようにしておくこ
と

❷日付または
金額の範囲指
定により検索
できるように
しておくこと

❸2以上の任意の記載項目
を組合わせた条件により検
索できるようにしておくこと

税務調査の際に税務職員から電子取引デー
タのダウンロードの求めに応じることができ
るようにしていれば、❷❸の２つは不要

以下㋑㋺のどちらかの条件に当てはまり、かつ税務調査の際に
税務職員から電子取引データのダウンロードの求めに応じるこ
とができるようにしていれば、❶❷❸はすべて不要
㋑基準期間（２年または２期前）の売上高 が5,000万円以下※１
㋺ 電子取引データをプリントアウトした書面を、日付および取
引先ごとに整理された状態で提示･提出することができるよう
にしている
※１　2023年（令和5年）12月31日までに行う電子取引について
は、基準期間の売上高は1,000万円以下

※1　検索要件を満たす簡易的な方法として、国税庁が公表している「表計算ソフト（Excelなど）で索引
簿を作成する方法」（下記≪参考≫国税庁ＱＲ参照）や「規則的なファイル名を付す方法」を参考に対応
することもできます。

「規則的なファイル名を付す方法」例
2022年（令和４年）10月31日に株式会社国税商事から受領した110,000円の請求書 　　　　　    
⇒ＰＤＦファイル「20221031_㈱国税商事_110000」

表２

４面記事　「電子取引データの保存方法について

～電子帳簿保存法の改正　歯科医院でやっておきたい準備～」関連表
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―
ま
ず
は
歯
科
衛
生
士
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
か
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

藤
山
会
長
（
以
下
、
藤
山
）　
私
は
高
校

卒
業
後
に
服
飾
美
術
の
短
期
大
学
に
進
学

し
ま
し
た
。
在
学
中
は
ア
パ
レ
ル
の
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
手
に
職
を
付
け
て

新
た
な
世
界
で
活
躍
し
た
い
と
思
い
、
卒

業
と
と
も
に
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
に
再

進
学
。
ま
っ
た
く
違
う
世
界
で
は
あ
り
ま

す
が
、
父
が
歯
科
医
師
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
歯
科
業
界
が
医
療
の
な
か
で
は
身
近

で
し
た
。
父
に
は
合
格
し
て
か
ら
報
告
し

ま
し
た
が
、
同
じ
歯
科
医
療
の
道
を
志
す

こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。

　晩秋と言うにはまだ早い、季節外れの暖かい空気が漂う
10月末の日没。東京都歯科衛生士会の事務所に足を運ぶ
と、にこやかに出迎えてくれたのが藤山美里会長、佐藤静香
副会長だった。聞けば、その後に役員会議を控えているとの
こと。会のために精力的に取り組む姿が眩しく映った。
　東京都内の歯科衛生士が所属する同会は、歯科衛生士の
資質の向上などを目指し、歯科衛生の普及・啓発のため、日
夜活動する。今回は2019年から同会の会長・副会長を務め
る両氏に歯科衛生士を取り巻く状況や、今後の課題などに
ついて聞いた。聞き手は、当協会の早坂美都副会長。

佐
藤
副
会
長
（
以
下
、
佐
藤
）　
高
校
の

進
路
指
導
で
勧
め
ら
れ
て
歯
科
衛
生
士
を

目
指
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
歯
科
衛
生
士

の
存
在
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
生

の
指
導
が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

―
で
は
最
近
の
歯
科
衛
生
士
の
状
況
か
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

藤
山　
ま
ず
、
歯
科
医
院
で
の
歯
科
衛
生

士
不
足
の
声
は
ま
だ
絶
え
ま
せ
ん
。
そ
れ

を
解
消
す
る
た
め
か
、
歯
科
衛
生
士
養
成

校
は
こ
こ
数
年
で
増
え
続
け
、
現
在
、
東

京
都
内
に
は
20
校
の
養
成
校
が
あ
り
ま

す
。
来
年
も
ま
た
増
え
る
と
う
い
う
情
報

も
。
し
か
し
、
人
口
減
少
も
影
響
し
、
歯

科
衛
生
士
を
目
指
す
層
が
ぐ
ん
と
減
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
、
定
員
数
を
満
た
し
て

い
な
い
学
校
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

佐
藤　
歯
科
医
院
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
か
ら
歯
科
衛
生
士
の
ニ
ー
ズ
の

声
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
れ
に
応
え
ら

れ
る
歯
科
衛
生
士
数
が
足
り
て
お
ら

ず
、
人
員
不
足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

解
消
に
向
け
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
現
在
、
都
内
で
は
何
人
程
度
の
歯
科
衛

生
士
の
方
が
働
い
て
い
ま
す
か
。

藤
山　
厚
生
労
働
省
の
情
報
で
は
、
令
和

２
年
末
現
在
の
東
京
都
の
就
業
歯
科
衛
生

士
数
は
１
万
５
千
45
人
で
す
。
ま
だ
ま
だ

女
性
が
多
い
職
種
で
す
が
、
男
性
の
歯
科

衛
生
士
も
お
り
、
30
名
ほ
ど
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
期
よ
り
、
本
会
理
事
に
2

名
の
男
性
歯
科
衛
生
士
が
入
り
、
多
方
面

で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
歯
科
衛
生
士
会
と
し
て
最
も
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
は
。

藤
山　
本
会
は
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
内
容
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
に
は
東
京
都
か
ら
の
予
算
を

い
た
だ
き
、
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
数
年
前
ま
で

は
、「
復
職
支
援
」
の
み
を
目
的
と
し
て

い
た
研
修
会
を
、
現
在
で
は
「
離
職
防

止
」
も
目
的
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
ト
ピ

ッ
ク
ス
で
す
。

佐
藤　
そ
う
し
た
講
習
会
に
は
申
し
込
み

が
殺
到
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

藤
山　
復
職
支
援
・
離
職
防
止
の
研
修
会

は
、
２
日
間
コ
ー
ス
で
み
っ
ち
り
メ
ニ
ュ

ー
を
組
み
ま
す
。
座
学
だ
け
で
な
く
実
際

に
手
を
動
か
す
実
習
も
組
み
入
れ
、
講
師

と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
手
厚
い
指
導
を
受
け

ら
れ
る
形
態
で
す
。
会
員
で
は
な
い
方
も

無
料
で
参
加
で
き
た
り
、
託
児
所
を
設
け

育
児
中
の
方
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
た
り
す
る
点
が
特
徴
で
す
。
今
後
の
課

題
は
、
開
催
頻
度
を
増
や
す
な
ど
し
て
、

参
加
者
の
利
便
性
を
高
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
ほ
か
に
は
ど
の
よ
う
な
講
習
会
が
。

藤
山　
例
え
ば
介
護
、
在
宅
の
現
場
で
活

躍
し
た
い
方
に
向
け
て
「
在
宅
訪
問
歯
科

衛
生
士
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
講
義

形
式
の
講
習
会
が
中
心
で
し
た
が
、
今
後

は
講
義
に
加
え
、
現
場
で
の
体
験
で
、

「
在
宅
診
療
で
こ
れ
が
で
き
る
」
と
目
に

見
え
る
内
容
を
盛
り
込
み
た
い
で
す
。
本

来
は
職
場
の
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
え
る

環
境
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
歯
科
衛

i n t e r v i e w

ふじやま・みさと
服飾美術の短大を卒業後、日本歯科大学付属歯
科専門学校（現：日本歯科大学東京短期大学）
に入学。卒業後はライオン歯科衛生研究所に入
所。2006年からはカンボジアでの歯科ボラン
ティアを軸に、フリーランスとして学校での歯
科保健活動や学生教育にも関わる。2015年よ
り日本教育財団首都医校に勤務。2019年公益
社団法人東京都歯科衛生士会の会長就任。

さとう・しずか
日本大学松戸歯学部付属歯科衛生専門学校卒
業。一般歯科診療所・障害者歯科診療所・特別
養護老人ホーム・小中学校等の集団歯科保健指
導等に従事。2013年より公益社団法人東京都
歯科衛生士会理事、2019年より同副会長就
任。

高
校
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
カ
ギ

高
校
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
カ
ギ

生
士
が
1
人
で
先
生
も
診
療
で
忙
し
い
と

い
う
ケ
ー
ス
も
よ
く
あ
る
の
で
、
知
識
や

技
能
の
習
得
が
難
し
い
方
の
手
助
け
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
診
療

報
酬
・
周
術
期
・
口
腔
機
能
低
下
症
・
摂

食
嚥
下
機
能
障
害
・
業
務
記
録
・
シ
ャ
ー

プ
ニ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

―
今
後
、
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
課
題

は
あ
り
ま
す
か
。

藤
山　
前
述
し
た
よ
う
に
、
18
歳
人
口
は

減
少
局
面
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
数
年
前
か

ら
は
歯
科
衛
生
士
の
志
願
者
を
増
や
す
た

め
、
高
校
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
職
種
紹
介
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
都
内
各
所
の
歯
科
衛
生
士

学
校
マ
ッ
プ
一
覧
も
盛
り
込
み
、
全
都
立

高
校
に
配
布
す
る
な
ど
、
今
ま
で
目
を
向

け
て
い
な
か
っ
た
層
へ
の
新
し
い
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
歯

科
医
院
に
も
配
布
し
、
歯
科
助
手
の
方
に

向
け
て
歯
科
衛
生
士
資
格
の
取
得
を
Ｐ
Ｒ

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
近
は
デ
ジ

タ
ル
化
で
紙
の
媒
体
は
見
な
い
と
い
う
声

も
聞
き
ま
す
が
、
受
動
的
に
情
報
が
入
れ

ば
、
少
し
で
も
当
会
の
こ
と
が
意
識
の
中

に
入
る
と
思
い
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
定
期

的
に
送
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
学
校
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
組
織
の
継
続

の
視
点
で
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

藤
山　
本
会
で
は
、
歯
科
衛
生
士
養
成
学

校
と
の
協
議
会
を
年
に
２
回
実
施
し
て
い

ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
含
め
、
現
在

で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
学
校
の
先
生
方
に
参

加
い
た
だ
き
、
貴
重
な
情
報
共
有
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
科
衛
生
士
学

生
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も
年
１
回
行
い
、
学

校
で
は
あ
ま
り
聞
く
こ
と
の
な
い
分
野
の

講
義
を
受
け
、
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
歯

科
衛
生
士
の
話
を
聞
き
、〝
歯
科
衛
生
士

会
〞と
い
う
職
能
団
体
を
学
生
時
代
か
ら

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い

ま
す
。
今
は
、
会
と
し
て
「
新
し
い
取
り

組
み
を
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
風
潮
が
あ
り
ま
す
。
各
理
事
が
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
数
年
前
に
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
を
教
え
て
い
る
専
門
学
校
の
協
力

で
、
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
エ
イ
せ
い

さ
ん
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
で
Ｐ
Ｒ
に
力
を
貸
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

―
歯
科
衛
生
士
の
職
場
と
な
る
〝
歯
科
医

院
〞
に
つ
い
て
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

藤
山　
最
近
、
歯
科
衛
生
士
を
目
指
す
歯

科
助
手
の
方
数
名
に
お
会
い
し
ま
し

た
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
は
歯
科
医
院
の
協

力
が
必
要
で
す
が
、
皆
さ
ん
「
す
ご
く
働

き
や
す
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
面
で
は
昔
よ
り
改
善
し
て
い
る
の
か

な
と
も
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
未
だ
に
働

き
方
な
ど
の
面
で
旧
態
依
然
と
し
た
先
生

も
お
ら
れ
る
と
聞
き
ま
す
し
、
歯
科
医
院

に
よ
っ
て
か
な
り
状
況
は
異
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
個
人
差
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
比
較
的
若
い
世
代
の
先
生
は

柔
軟
性
が
あ
る
印
象
で
す
。

―
歯
科
に
関
す
る
思
い
出
を
。

藤
山　
私
は
歯
科
衛
生
士
学
校
卒
業
後
に

企
業
に
勤
め
、
歯
科
保
健
啓
発
活
動
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
の
歯
科
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
会

え
た
こ
と
が
、
何
よ
り
私
の
宝
で
す
。
05

年
頃
か
ら
約
20
年
間
。
何
回
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
出
向
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
歯
科
衛
生

士
で
な
け
れ
ば
、
途
上
国
と
の
関
わ
り
は

な
か
っ
た
と
思
う
の
で
、
歯
科
衛
生
士
の

資
格
を
取
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
国
境
を
越
え
て

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
こ

と
が
で
き
た
機
会
は
、
本
当
に
自
分
に
と

っ
て
の
実
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤　
私
は
元
々
診
療
所
勤
務
で
し
た

が
、
院
長
先
生
の
紹
介
を
は
じ
め
、
歯
科

衛
生
士
は
狭
い
な
が
ら
も
外
と
の
つ
な
が

り
が
持
て
ま
す
。
そ
の
先
に
は
素
敵
な
人

が
い
る
こ
と
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
方
の

そ
ば
に
い
る
だ
け
で
自
分
の
勉
強
に
な

り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
ん

ど
ん
仕
事
が
楽
し
め
る
と
実
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

―
最
後
に
お
二
人
の
座
右
の
銘
を
。

藤
山　
「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
で
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
出
会
い
然
り
、
東
京
都

歯
科
衛
生
士
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
こ

と
然
り
、
今
ま
で
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
こ
の
言
葉
が
自
分
に
当
て
は
ま
っ

て
い
る
と
。
何
が
起
こ
る
分
か
ら
な
い
人

生
で
す
が
、
安
易
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、
と

は
言
え
、
で
き
る
限
り
前
向
き
に
楽
し
く

過
ご
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　
「
笑
門
来
福
」
で
す
。
笑
う
と
口

角
の
端
か
ら
幸
せ
が
入
っ
て
く
る
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
笑
っ

て
口
角
を
上
げ
る
の
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
今
す
ご
く
幸
せ
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
た
い
で
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

p r o f i l e

都
・
歯
科
衛
生
士
会
に

都
・
歯
科
衛
生
士
会
に
新
風
新
風「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」

「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」

復
職
支
援

復
職
支
援
＆＆
離
職
防
止

離
職
防
止
の
両
輪
で
取
り
組
む

の
両
輪
で
取
り
組
む

広報活動の一翼を担うエイせいさん

東京都歯科衛生士会東京都歯科衛生士会

藤山 美里会長会長　　佐藤 静香副会長副会長
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―
単
刀
直
入
に
、
歯
科
医
師
を
引
退
し

よ
う
と
決
め
た
き
っ
か
け
は
？

若
い
頃
に
は
想
像
が
つ
か
な
か
っ
た

身
体
的
な
衰
え
を
実
感
し
た
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
腱
鞘
炎
や
視
力
の
低

下
、
ま
た
、
海
馬
の
衰
え
に
よ
る
記
憶

力
の
低
下
で
す
。
は
じ
め
の
頃
は
、
身

体
の
衰
え
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
老
化
を
認
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
頃
に
は
な

か
っ
た
別
の
ス
ト
レ
ス
が
増
え
、
疲
労

度
も
増
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ

と
が
積
み
重
な
り
、
真
剣
に
引
退
を
考

え
ま
し
た
ね
。

―
歯
科
医
師
の
場
合
、
視
力
の
低
下
は

特
に
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

1978年、東京歯科大学卒業。勤
務医を経て92年より医療法人社
団優実会開設、22年８月に歯科
医師を引退。00年から05年まで
WSET日本校にてワインを学
び、12年よりワイン用の葡萄の
栽培を手掛ける。18年にワイナ
リーを設立、70アールの葡萄畑
の栽培を手掛ける。

profi le

中
野
多
美
子
さ
ん（
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
多
摩
・
元
協
会
会
員
）

ー
前
編

退
き
際
の
思
考

退
き
際
の
思
考 

歯
科
医
師
を
や
め
る

歯
科
医
師
を
や
め
る

「
一
生
働
け
る
わ
け
で
は
な
い
」医
院
継
承
の〝
反
省
〟

「
一
生
働
け
る
わ
け
で
は
な
い
」医
院
継
承
の〝
反
省
〟

周
囲
の
他
科
の
先
生
方
を
見
て
い
る

と
、
他
科
と
比
べ
て
歯
科
は
手
先
の
動

き
や
目
の
動
き
も
多
い
た
め
、
引
退
は

早
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。

―
周
囲
に
は
相
談
さ
れ
ま
し
た
か
。

具
体
的
に
周
囲
に
相
談
し
た
こ
と
は

な
い
で
す
が
、歯
科
医
師
会
の
先
生
方

と
お
会
い
す
る
と
き
に
、引
退
の
話
は

よ
く
話
題
に
上
り
ま
し
た
。同
期
の
先

生
方
の
中
に
は
、引
退
さ
れ
た
先
生
、

診
療
時
間
を
短
縮
さ
れ
た
先
生
が
何
人

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
だ
け
が

特
別
で
は
な
く
、年
齢
と
と
も
に
出
て

く
る
話
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
、受
け
入

れ
る
し
か
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

「
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
…
」

医
院
継
承
を
振
り
返
る

―
現
在
は
医
院
を
継
承
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
の
お

話
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

継
承
は
、
医
療
人
生
の
中
で
最
後
の

大
き
な
仕
事
で
す
。
一
生
働
け
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
う
ま
く
引
き

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

60
歳
頃
か
ら
継
承
を
考
え
は
じ
め
、
以

前
か
ら
後
を
継
い
で
く
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
娘
夫
婦
に
、
具
体
的
に
相
談

し
て
い
き
ま
し
た
。
本
人
た
ち
は
、
も

う
少
し
外
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
た
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
お
願
い
し
て
医
院
に

戻
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
医
院
に
戻
っ
て
も

ら
う
と
、
診
療
ス
タ
イ
ル
の
違
い
が
明

確
に
出
て
き
ま
し
た
。「
40
年
培
っ
て
き

た
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
は
間
違
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
当
人
た
ち
の
診
療
ス
タ
イ
ル
を
自

分
の
方
に
近
づ
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。
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っ
た
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
や

Ａ
Ｉ
審
査
な
ど
、
つ
い
て
い
け

な
い
こ
と
が
多
く
困
っ
て
い

た
。
今
日
の
話
を
聞
い
て
頑
張

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

た
」
な
ど
の
率
直
な
意
見
や
感

想
が
述
べ
ら
れ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
Ａ
Ｉ
審
査
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
が
、
身

近
な
先
生
方
が
困
っ
て
い
る
悩

み
を
共
有
し
合
う
こ
と
で
自
分

自
身
の
悩
み
も
解
消
で
き
た
の

で
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

次
回
も
関
心
度
が
高
い
内
容

で
懇
談
を
行
う
予
定
の
た
め
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

23
年
度
会
員
地
区
懇
談
会

理
不
尽
な
Ａ
Ｉ
審
査
に
つ
い
て
討
論
！

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
は
話
せ
な
い
返

戻
・
減
点
事
例
の
実
態
を
知
ろ

う
！
」
と
題
し
、
城
東
（
10
月

14
日
）、
多
摩
（
10
月
28
日
）、

城
南
（
11
月
11
日
）
の
３
地
区

で
会
員
地
区
懇
談
会
を
開
催

し
、
合
計
50
名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
講
師
か
ら
返
戻
や

減
点
さ
れ
た
事
例
を
基
に
審
査

の
見
方
や
保
険
の
ル
ー
ル
を
解

説
し
た
後
、
参
加
者
か
ら
事
前

に
寄
せ
ら
れ
た
審
査
等
の
疑
問

点
を
中
心
に
懇
談
を
行
っ
た
。

懇
談
で
は
「
再
審
査
請
求
が

よ
く
わ
か
ら
ず
、
今
ま
で
諦
め

て
い
た
が
、
協
会
や
周
り
の
先

生
方
の
話
を
聞
き
、
今
度
か
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
に
な

協
会
は
10
月
18
日
、
第
２
回

学
術
研
究
会
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
と
協
会
会
議
室
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し

た
。『
開
業
医
が
行
う
歯
周
基

本
治
療
の
要
点
と
長
期
管

理
』
を
テ
ー
マ
に
、
谷
口
威
夫

氏
（
谷
口
歯
科
医
院
／
長
野
市

開
業
）
が
登
壇
し
、
会
場
参
加

10
名
を
含
む
、
総
勢
117
人
が
参

加
し
た
。

講
演
で
は
、
谷
口
氏
が
長
年

の
臨
床
経
験
か
ら
得
た
歯
周
基

本
治
療
の
重
要
性
を
説
き
、
そ

の
後
の
長
期
管
理
の
方
法
も
含

め
、
実
症
例
を
交
え
解
説
し

た
。開

業
当
初
は
暗
中
模
索
の
状

態
で
歯
周
基
本
治
療
に
取
り
組

み
始
め
た
こ
と
を
紹
介
し
、
歯

周
外
科
の
有
効
性
が
確
立
さ
れ

て
い
く
中
、
歯
周
基
本
治
療
の

み
で
も
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
し

っ
か
り
さ
れ
て
い
れ
ば
、
予
後

に
差
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
歯

周
治
療
の
一
環
と
し
て
行
う
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
に
よ
り
、
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
に
細
菌
を
侵
入
さ

せ
な
い
よ
う
な
抵
抗
力
の
あ
る

歯
肉
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
の
必

要
性
も
伝
え
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
歯
周
基

本
治
療
で
重
度
の
歯
周
病
も
治

そ
れ
が
軋あ
つ
れ
き轢

と
な
り
、
関
係
が
ギ
ク
シ

ャ
ク
し
て
い
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も

不
安
に
な
っ
て
、
退
職
さ
れ
る
方
も
い

ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
に
固
執
し
て
、
皆
を
苦
し
め
た
こ
と

を
反
省
し
て
い
ま
す
。
医
院
を
引
き
継

ぐ
こ
と
と
、
診
療
ス
タ
イ
ル
を
ど
こ
ま

で
引
き
継
ぐ
か
と
い
う
点
は
、
棲
み
分

け
を
も
っ
と
上
手
に
で
き
れ
ば
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
訳
で
、
自
分
の
影
響
力
を
無

く
し
、
新
し
い
先
生
が
診
療
し
や
す
く

す
る
た
め
に
は
、
速
や
か
に
引
退
し

て
、
一
切
口
出
し
を
し
な
い
、
姿
を
現

さ
な
い
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。「
老
兵
は

死
な
ず
、
た
だ
消
え
去
る
の
み
」
で

す
。
今
は
安
定
し
た
医
院
の
運
営
を
し

て
い
ま
す
。

―
中
野
先
生
が
担
当
し
て
い
た
患
者
さ

ん
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。

歯
科
は
口
腔
内
と
い
う
身
体
に
接
触

す
る
治
療
で
す
の
で
、
患
者
さ
ん
と
深

く
関
わ
る
こ
と
が
多
く
、
引
退
を
お
伝

え
す
る
と
『
先
生
辞
め
な
い
で
』
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
は
「
後
を
継
い
で
く
れ
る

先
生
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

お
答
え
し
ま
し
た
。
継
続
し
て
来
院
さ

れ
る
方
も
、
そ
う
で
な
い
方
も
、
新
し

い
先
生
と
の
相
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
こ
は
継
い
で
く
れ
る
先
生
に
お

任
せ
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
新
し
い
先

生
の
ス
タ
イ
ル
の
医
院
に
な
っ
て
ゆ
く

と
思
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

「新しい先生の診療スタイルに任せる」－「新しい先生の診療スタイルに任せる」－
 大切に守ってきた医院を引き継いだ 大切に守ってきた医院を引き継いだ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
明
日
か
ら
の
臨
床
に
活
か

し
た
い
」
や
「
歯
周
基
本
治
療

で
大
部
分
の
症
例
を
治
せ
る
こ

と
が
分
か
り
、
自
信
を
持
っ
て

診
療
し
て
い
け
る
と
思
う
」
な

ど
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

な
お
、
12
月
よ
り
デ
ン
タ
ル

ブ
ッ
ク
内
に
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

　

今
回
か
ら
、
歯
科
医
師
と
し
て
の
〝
引
退
〞
に
着
目
し
た
新
た
な
企
画
を
連

　

今
回
か
ら
、
歯
科
医
師
と
し
て
の
〝
引
退
〞
に
着
目
し
た
新
た
な
企
画
を
連

載
し
ま
す
。
す
で
に
歯
科
医
療
の
第
一
線
を
退
い
た
先
生
や
、
引
退
を
考
え
て
い

載
し
ま
す
。
す
で
に
歯
科
医
療
の
第
一
線
を
退
い
た
先
生
や
、
引
退
を
考
え
て
い

る
先
生
に
お
話
を
伺
い
、
引
退
を
決
意
し
た
理
由
や
、
医
院
継
承
の
苦
労
、
現
在

る
先
生
に
お
話
を
伺
い
、
引
退
を
決
意
し
た
理
由
や
、
医
院
継
承
の
苦
労
、
現
在

の
生
活
な
ど
を
深
堀
り
し
ま
す
。

の
生
活
な
ど
を
深
堀
り
し
ま
す
。

初
回
は
、

初
回
は
、
4040
年
以
上
も
の
間
、
歯
科
医
療
に
携
わ
り
、
現
在
は
あ
き
る
野
市
で

年
以
上
も
の
間
、
歯
科
医
療
に
携
わ
り
、
現
在
は
あ
き
る
野
市
で

ワ
イ
ナ
リ
ー
「
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
多
摩
」
の
専
務
と
し
て
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
歩

ワ
イ
ナ
リ
ー
「
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
多
摩
」
の
専
務
と
し
て
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
歩

む
、
中
野
多
美
子
さ
ん
。
反
省
す
る
部
分
が
あ
っ
た
と
い
う
医
院
継
承
や
、
異
業

む
、
中
野
多
美
子
さ
ん
。
反
省
す
る
部
分
が
あ
っ
た
と
い
う
医
院
継
承
や
、
異
業

種
へ
飛
び
込
ん
だ
現
在
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、

種
へ
飛
び
込
ん
だ
現
在
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
２２
回
に
わ
た
り
掲
載
し
ま
す
。

回
に
わ
た
り
掲
載
し
ま
す
。 歯科医師時代の白衣を身にまとう歯科医師時代の白衣を身にまとう

中野多美子さん中野多美子さん

第2回学術研究会第2回学術研究会

歯周基本治療の重要性を説く歯周基本治療の重要性を説く

講師を務めた谷口威夫氏講師を務めた谷口威夫氏



11
月
22
日
の
中
医
協
で
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
材
料
（
Ⅴ
）
と

し
て
「
松
風
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
」
レ
ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
が
保

険
医
療
材
料
と
し
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
（
本
紙
２
面
に
関
連
記

事
）。「
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
エ
ー
テ

ル
ケ
ト
ン
」
の
頭
文
字
で
「
Ｐ

Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
と
呼
称
さ
れ
ま
す
。

熱
可
塑
性
樹
脂
の
中
に
機
械

的
強
度
や
耐
熱
性
に
優
れ
た
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
あ
り
、
さ
ら
に
優
れ
た
性

能
を
有
す
る
も
の
が
ス
ー
パ
ー

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
と
分
類
さ
れ
、
そ
の
中
に

「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
は
位
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
で

す
が
、
そ
の
優
れ
た
性
能
か
ら

金
属
の
代
替
材
料
と
し
て
医
療

機
器
、
自
動
車
部
品
な
ど
で
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に

歯
科
領
域
で
は
前
装
冠
の
コ
ー

ピ
ン
グ
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
上
部

構
造
用
フ
レ
ー
ム
と
し
て
使
用

さ
れ
、
そ
の
生
体
安
全
性
や
口

腔
内
環
境
に
適
し
た
材
料
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
高
い
機
械
的
強
度
、
高

靱
性
（
割
れ
に
く
く
粘
り
強
さ

を
持
つ
）、
耐
摩
耗
性
が
あ

り
、
吸
水
性
が
低
い
、
耐
熱
性

が
あ
り
衝
撃
吸
収
能
を
有

し
、
密
度
が
金
属
材
料
や
ジ
ル

コ
ニ
ア
と
比
較
し
て
小
さ
い
た

め
、
非
常
に
軽
い
な
ど
の
特
徴

が
あ
る
た
め
で
す
。

教えて!教えて!

会長!! Vol.会長!! Vol.7777

  

「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
に
つ
い
て

　協会では、年末年始の休診
案内（ポスターと卓上型タイ
プ）を用意しました。下のQR
からダウンロードの上、ご利用
ください。　
　また、休診ポスターの郵送を
ご希望の方は、お電話（☎：03-
3205-2999 ／平日
9時30分～ 17時30
分）でご連絡くだ
さい。

年末年始休診ポスターのご案内

12
月
か
ら
保
険
適
用
と
な

っ
た
「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
と
は
。

２
年
に
１
度
の
診
療
報
酬

改
定
前
年
の
12
月
１
日
か
ら

保
険
適
用
と
な
る
の
は
な
ぜ

で
す
か
。

２
年
ご
と
の
診
療
報
酬
改
定

で
は
な
い
３
・
６
・
９
・
12
月

に
保
険
適
用
に
な
る
こ
と
を

「
期
中
収
載
」
と
呼
称
し
て
い

ま
す
。
日
本
補
綴
歯
科
学
会
が

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
、
21
年
に
保
険
未
収
載

技
術
と
し
て
「
ポ
リ
エ
ー
テ
ル

エ
ー
テ
ル
ケ
ト
ン
（
Ｐ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
）
に
よ
る
大
臼
歯
歯
冠
修
復

物
」
の
申
請
技
術
名
で
医
療
技

術
評
価
提
案
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
。
22
年
度
改
定
の
時
に
は

「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
の
レ
ジ
ン
ブ
ロ

ッ
ク
が
保
険
医
療
材
料
で
は
な

い
た
め
、
医
療
技
術
評
価
分
科

会
で
は
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
、
保
険
医
療
材
料
等

専
門
組
織
で
「『
松
風
ブ
ロ
ッ

ク
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
』
レ
ジ
ン
ブ
ロ

ッ
ク
」
が
可
と
判
定
さ
れ
、
中

医
協
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
24
年
度
改
定
に
向

け
て
日
本
補
綴
歯
科
学
会
が
申

請
技
術
名
「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
に
よ
る

大
臼
歯
歯
冠
修
復
物
」
で
再
度

提
出
し
て
い
ま
す
が
、
24
年
度

改
定
の
提
案
書
が
反
映
さ
れ
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

22
・
23
年
の
「
骨
太
の
方
針
」

に
「
市
場
価
格
に
左
右
さ
れ
な

い
歯
科
用
材
料
の
導
入
を
推
進

す
る
」
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
本
適
用
に
影
響
し
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
比

較
的
早
期
に
「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
レ

ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
販
売
し
て
い

る
他
メ
ー
カ
ー
の
製
品
が
保
険

適
用
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

臨
床
上
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に

つ
い
て
。

広
島
大
学
で
行
わ
れ
た
20
名

23
ケ
ー
ス
の
大
臼
歯
の
６
カ
月

の
臨
床
追
跡
調
査
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
臨

床
的
に
問
題
が
な
く
、
金
属
に

よ
る
ク
ラ
ウ
ン
の
代
替
材
料
と

し
て
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
臨
床
研
究

の
報
告
は
現
時
点
で
は
見
つ
け

ら
れ
な
い
た
め
、
20
名
23
ケ
ー

ス
の
半
年
の
臨
床
応
用
の
結
果

の
み
で
、
保
険
適
用
が
承
認
さ

れ
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
患
者
さ
ん
に
説
明
で

き
る
高
い
エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
る

臨
床
研
究
が
報
告
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
東
京
歯
科
保
険
協
会

　
　
　
会
長　
坪
田
有
史

（ 8）第６４５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）１２月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

秋
の
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
、
月
払
に
ご
加
入
い
た
だ

い
た
先
生
は
、
12
月
25
日
㈪
よ
り
指
定
口
座
か
ら
掛
金
を
振
替
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
月
払
を
増
口
い
た
だ
い
た
先
生

も
、
12
月
25
日
㈪
の
振
替
よ
り
増
口
分
を
加
算
し
た
額
と
な
り
ま

す
。

　
一
時
払
を
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
先
生
に
は
、
11
月
29
日
㈬
に

振
込
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

12
月
15
日
㈮
ま
で
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
お
振
込
み
い
た
だ

け
な
い
場
合
は
、
加
入
不
成
立
と
な
り
ま
す
。

Ⅱ

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

  

自
動
継
続
の
お
知
ら
せ

12
月
1
日
㈮
に
、
現
在
ご
加
入
中
の
先
生
方
の
う
ち
、
事
前
に

お
申
し
出
の
な
か
っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
動
的
に
契
約
を

更
新
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
掛
金
ラ
ン
ク
や
保
険
金
額
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
９
月
末
頃
に
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
保
険
金
額
の
増
額
や
、
新
規
加
入
を
ご
検
討
で
し
た
ら
共

済
部
（
☎
０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

Ⅲ

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

  

の
送
付
に
つ
い
て

  

「
保
険
医
年
金
」
に
つ
い
て
は
、
10
月
末
に
送
付
し
ま
し
た
積

立
金
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

「
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
」
に
つ
い
て
は
、
送
付
希
望
の
お
申
し

出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
に
、
11
月
末
頃
に
送
付
い
た
し
ま
し

た
。
な
お
、
一
度
お
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
先
生
は
、
翌
年
以
降

も
自
動
的
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

「
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
」
は
税
法
上
、
生
命
保
険
契
約

で
は
な
い
た
め
、
生
命
保
険
料
控
除
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

  

「
第
2
休
業
保
障
制
度
」
は
株
式
会
社
ア
サ
カ
ワ
保
険
事
務
所

か
ら
10
月
末
頃
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

Ⅰ

保
険
医
年
金
月
払
初
回
振
替
日
と

一
時
払
締
切
の
ご
案
内

　「歯科訪問診療をはじめようと思っているが、具体的な
イメージがつかめない」「歯科訪問診療をしている先生は
どのように行っているのだろう？」―。
　先生方は、歯科訪問診療でお悩みではないでしょうか？
地域医療部担当役員や部員、会員の先生が印象に残っ
た訪問診療の経験や患者とのエピソードをコラムにして
紹介します。他の先生がどのように訪問診療をしている
のか。実際の訪問診療のイメージをつかみ日々の診療に
活かしていただければ幸いです。
　今回は、地域医療部担当の高山史年理事です。社会
貢献の側面から歯科訪問診療をどう捉えるべきか―

第第４４回回
地域医療部担当理事　高山 史年地域医療部担当理事　高山 史年

～先生の一歩につなぐ～～先生の一歩につなぐ～

私の歯科訪問診療私の歯科訪問診療

81
歳
の
患
者
さ
ん
の
歯
科
訪

問
診
療
の
体
験
を
お
話
し
し
ま

す
。そ

の
患
者
さ
ん
は
誤
嚥
性
肺

炎
に
よ
り
入
退
院
を
繰
り
返
し

て
い
る
方
で
、
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
紹
介
さ
れ
る
直

前
に
、
退
院
時
に
胃
ろ
う
を
増

設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
訪
問
し
た
際
は
口
腔

機
能
の
改
善
が
必
要
な
状
態
で

し
た
が
、
治
療
計
画
を
立
て
頸

部
聴
診
や
舌
圧
計
な
ど
も
使
い

診
療
し
、
さ
ら
に
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
口
腔
衛
生
管
理
と
粘
膜

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
施
を
続
け
る

と
、
口
腔
機
能
や
口
腔
衛
生
状

態
も
改
善
し
て
い
き
ま
し
た
。

繰
り
返
し
訪
問
し
、
こ
れ
を

重
ね
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
は

プ
リ
ン
や
ゼ
リ
ー
な
ど
嚥
下
し

や
す
い
も
の
を
摂
取
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
数
カ
月
後
に
は
好

物
の
ス
ル
メ
イ
カ
も
噛
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ

の
結
果
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ

す
こ
と
も
な
く
な
り
、「
好
き

な
食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
患
者
さ
ん
は
大
変
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
患
者
さ
ん
と
の
治
療
の

経
験
を
き
っ
か
け
に
、
歯
科
訪

問
診
療
の
重
要
性
を
ス
タ
ッ
フ

と
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
超
高
齢
社
会
に
お
け
る

医
療
・
介
護
の
中
で
、
歯
科
訪

問
診
療
の
需
要
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
誤
嚥
性
肺
炎
を

予
防
す
る
た
め
の
歯
科
治
療
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

我
々
が
歯
科
訪
問
診
療
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
専
門
性
を
活

か
し
た
社
会
へ
の
貢
献
と
し
て

大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
歯

科
訪
問
診
療
を
通
じ
て
、
高
齢

者
の
生
活
の
質
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
は
、
歯
科
医
師
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
な
使
命
だ
と

思
い
ま
す
。

在
宅
医
療
が
重
視
さ
れ
て
い

る
今
、
社
会
貢
献
の
意
味
も
含

め
、
ぜ
ひ
先
生
方
も
歯
科
訪
問

診
療
を
始
め
て
み
て
く
だ
さ

い
。
歯
科
訪
問
診
療
で
な
け
れ

ば
体
験
で
き
な
い
経
験
が
待
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

第第
４４
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
を
開
催

回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
を
開
催

「
も
っ
と
大
き
な
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
」

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
メ
デ
ィ
ア
か
ら
意
見

協
会
は
11
月
10
日
、
２
０
２

３
年
度
第
4
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談

会
を
開
催
し
た
。
参
加
メ
デ
ィ

ア
は
４
社
５
名
で
、
協
会
か
ら

は
説
明
を
山
本
鐵
雄
副
会

長
、
進
行
役
を
早
坂
美
都
広
報

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
長
が
務
め

た
。
冒
頭
、
山
本
副
会
長
は
、

設
立
50
周
年
記
念
企
画
取
材
へ

の
謝
意
に
続
き
、
中
川
勝
洋
元

会
長
の
逝
去
を
紹
介
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
①
診
療
報
酬

改
定
、
②
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の

実
質
的
な
義
務
化
、
③
歯
科
技

工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
、
④
オ
ン
資

・
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
を
中
心

に
懇
談
を
行
っ
た
。
①
に
つ
い

て
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
医
療
機
関
の
経
営

状
況
の
悪
化
に
関
し
て
触

れ
、「
現
場
の
医
療
従
事
者
が

窮
状
を
訴
え
る
声
を
も
っ
と
上

げ
て
い
く
べ
き
。
特
に
歯
科
の

点
数
は
医
科
に
比
べ
カ
ッ
ト
さ

れ
や
す
い
の
で
、
大
き
な
声
を

行
政
に
届
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
の
意
見
が
上
が
っ
た
。

③
に
関
連
し
て
、
歯
科
技
工

所
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
紹

介
。
山
本
副
会
長
は
「
歯
科
技

工
が
な
け
れ
ば
歯
科
は
成
り
立

た
な
い
」
と
訴
え
、
歯
科
技
工

士
の
過
重
労
働
の
実
態
な
ど
を

説
明
し
た
。

ま
た
、
④
に
つ
い
て
は
依
然

と
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

率
が
低
迷
を
続
け
て
い
る
点
を

紹
介
。
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
使

用
す
る
機
会
が
極
め
て
少
な
い

中
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

歯
科
医
院
が
負
担
し
て
い
る
こ

と
を
伝
え
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
か

ら
は
費
用
補
助
が
な
い
こ
と
に

対
す
る
疑
問
の
声
が
上
が
っ

た
。



月日 部位 療法・処置 点数

12/9 初診 264

涯 ４、５日前より違和感があり、昨日の夕食時に強い痛みがあった。 ／

デンタル １Ｆ 電 58

インレー下に歯髄腔に近接する透過像を認める。 ／

近心頬側根の根尖部に透過像を認め４根管が疑われる。 ／

ＯＡ＋浸麻（歯科用キシロカインCt 1.8mL） ／

除去 困難なもの 48

急性のＰｅｒのため患者が苦痛を訴え除去困難なインレー 注② ／

ラバーダム 感根処（３根管以上） 448

（NC,Ca(OH)2）仮封（キャビトン） ／

髄室開拡、近心頬側に２根と遠心根、口蓋根各１根管の根管口明示。 ／

P,DB,MB13根は、＃25Hファイルまで拡大。 ／

近心頬側根にMB2を認め＃10Kファイルで根尖穿通し、更に拡大を ／

試みるも進まず複雑な根管形態を疑う。 ／

デンタル １Ｆ 電 リーマー入 38

処方箋（内容 略） 68

12/16 再診 明細 56+1

強い痛みは消えたが浮いた感じがある。打診痛あり。 ／

涯 歯ＣＴ 注③ 1,170

近心頬側根の根尖部の湾曲が強く、ステンレスファイルでの処置が ／

困難と判断。手術用顕微鏡とＮｉ−Ｔｉロータリーファイルを使用 ／

する。 ／

ラバーダム 根貼（NC,Ca(OH)2 キャビトンで仮封） 56

マイクロ下、Ｎｉ−Ｔｉロータリーファイルにて根管拡大。 ／

涯 ＥＭＲ（4根管） 75

MB18mm,MB216㎜,DB18㎜ 各＃35・P20㎜＃45 ／

12/23 再診 明細 56+1

違和感なし。打診痛も消失。 ／

涯 根充（３根管以上）（Ｇ．ポイント＋シーラー） 122

加圧根管充填処置（３根管以上） 210

手術用顕微鏡加算（マイクロスコープ使用） 注④ +400

Ｎｉ−Ｔｉロータリーファイル加算 注⑤ +150

デンタル １Ｆ 電 48

根尖まで緊密な根充を認める。 ／

Ｎｉ−Ｔｉロローータタリリーーフファァイイルルをを
用用いいたた加加圧圧根根管管充充填填処処置置

手術用顕微鏡加算（手顕微加）を届け出た医療機関において、Ｎｉ−Ｔ
ｉロータリーファイルを装着したエンジンを併用して根管壁を回転切削し
て根管治療を行い、加圧根管充填処置を行った場合、手顕微加に加えてＮ
ｉ−Ｔｉロータリーファイル加算を算定できる。

患者：46歳・男性

主訴：左上の奥歯が痛い、噛めない。

所見：涯自発痛（＋）打診（＋＋）わずかに動揺あり。

傷病名：涯 Ｃ３急化Ｐｅｒ

施設基準：歯初診 明細 手顕微加 注①

《解説》

注① Ｎｉ−Ｔｉロータリーファイル加算を算定するには、手術用顕微鏡加

算の施設基準を届け出ている必要がある。

手術用顕微鏡とは、一般名称が手術用顕微鏡、可搬方手術用顕微鏡、架台式

手術用顕微鏡をいう。

【【手手術術用用顕顕微微鏡鏡加加算算のの施施設設基基準準】】

• 手術用顕微鏡を用いた治療に係る専門の知識及び３年以上の経験を有す

る歯科医師が１名以上配置されている

• 保険医療機関内に手術用顕微鏡が設置されている

注② 急性のＰｕｌ・急性のＰｅｒに罹患していて、除去時に患者が苦痛を

訴える場合の金属歯冠修復物（インレーなど）の除去は困難なもの48点を算

定できる。

注③ 歯科用３次元エックス線断層撮影（歯ＣＴ）は歯科用エックス線また

は歯科パノラマ断層撮影で診断が困難な場合であって、必要性が十分認めら

れる以下の場合に算定できる。

【【歯歯科科用用３３次次元元エエッッククスス線線断断層層撮撮影影のの適適用用】】

• 埋伏智歯など下顎管との位置関係

• 顎関節症など顎関節の形態

• 顎裂など顎骨の欠損形態

• 腫瘍など病巣の広がり

• その他、歯科用エックス線撮影または歯科パノラマ断層撮影で確認できな

い位置関係、病巣の広がり、または複雑な解剖学的根管形態などを確認す

る特段の必要性が認められる場合

注④ 手術用顕微鏡加算は、歯ＣＴを用いて得られた画像診断結果を踏まえ、

手術用顕微鏡を用いて３根管以上で複雑な解剖学的根管形態を有する歯に対

して、加圧根管充填処置を行った場合に、３根管以上の所定点数に加算する。

画像診断の設備がない保険医療機関で、手術用顕微鏡加算を算定する場合

は、施設基準に明記した届け出た連携医療機関で撮影したものでもよい。こ

の場合、レセプト摘要欄に撮影した医療機関名を記載する。

なお、根管内で破折した金属片（リーマ、ファイルなど）の異物を除去し

た場合に算定できる根管内異物除去に対する手術用顕微鏡加算を算定してい

る場合は算定できない。

注⑤ 注④の治療に加え、Ｎｉ−Ｔｉロータリーファイルを装着した能動型

機器（エンジン）を併用し、根管壁を回転切削した場合は、Ｎｉ−Ｔｉロー

タリーファイル加算をさらに加算できる。

【【ＮＮｉｉ−−ＴＴｉｉロローータタリリーーフファァイイルル加加算算のの算算定定のの流流れれ】】

（１）３根管以上の複雑な解剖学的根管形態を有する歯である。

↓↓

（２）デンタルもしくはパノラマでは診断が困難な複雑な解剖学的根管形態

であり、３次元的な位置関係を確認するために歯ＣＴを撮影（連携先での撮

影でも可能）する。

↓↓

（３）歯ＣＴの画像診断結果を踏まえ、手術用顕微鏡を用いて加圧根管充填

処置を行い、その際にＮｉ−Ｔｉロータリーファイルを装着した能動型機器

（エンジン）を併用し、根管壁を回転切削することにより根管治療を行う。

↓↓

（４）加圧根管充填処置の３根管以上の所定点数に手術用顕微鏡加算及びＮ

ｉ−Ｔｉロータリーファイル加算を算定する。

＊実態に即してご請求ください＊
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おくむら ・ まさる　オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴
任、退社。さらに医学情報社創
刊雑誌の編集長歴任。その後、
独立しオクネットを設立。「歯科
ニュース」「永田町ニュース」を
ネット配信。明治大学校友会代
議員(兼墨田区地域支部長)、明
大マスコミクラブ会員。

奥村 勝
Okumura Masaru

協
会
活
動
日
誌
　
２
０
２
３
年
11
月

  1  水  第 8 回経営管理部会
  2  木  第 8 回総務会議
  6  月  第 8 回広報・ホームページ部会
  8  水  第 7 回財政部会 
  9  木  第15回理事会、国会内集会、
　　　 ｢保険で良い歯科医療を｣ 全国
　　　 連絡会世話人会
10  金  第 4 回メディア懇談会、第 8 回
　　　 共済部会
11  土  2023年度会員地区懇談会(城南)
12  日  イイハデー街頭宣伝行動in西巣
　　　 鴨、日本高齢者大会in東京
13  月  第 7 回地域医療部会
14  火  第 3 回歯科技工士問題検討委員会
15  水  第 6 回医事相談部会
16  木  会員無料相談デー、休保審査会
　　　 (医科)

17  金  第 7 回政策委員会
19  日  医科歯科連携研究会
20  月  地域医療研究会
21  火  第 7 回社保・学術部会
22  水  ｢保険でよい歯を｣ 東京連絡会
　　　世話人会
24  金  第16回理事会
25  土  第 2 回学術ベーシック講座、
　　　 休保審査会(全国)
27  月  医科歯科連携委員会・医科歯科
　　　 合同会議
28  火  医事相談研究会
29  水  第 8 回組織部会、第 8 回院内感
　　　 染防止対策講習会、国会行動
30  木  ドクター・スタッフ講習会「SRP
　　　   （超音波スケーラー実習）」、国会
　　　  内集会
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大学文化祭から学び実感した現実とは大学文化祭から学び実感した現実とは
N A R R A T I V E 　 V o l . 1 5 歯科界への私的回想録 歯科界への私的回想録 

歯系大から総合大学に視野を広げて実感したこと
◆
「
井
の
中
の
蛙

　
大
海
を
知
ら
ず
」
の
喩
え

　
11
月
の
連
休
が
過
ぎ
大
学
文

化
祭
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
。
今

年
は
例
年
と
違
い
、
東
京
医
科

歯
科
大
学
（
東
医
歯
大
）、
東

京
歯
科
大
学(

東
歯
大)

、
東
京

工
業
大
学(

東
工
大)

、
明
治
大

学
、
法
政
大
学
、
早
稲
田
大
学

の
文
化
祭
巡
り
を
行
う
と
い
う

私
と
し
て
は
初
め
て
の
経
験
を

し
た
が
、
様
々
な
こ
と
を
考
察

す
る
機
会
に
な
っ
た
。「
井
の

中
の
蛙
大
海
を
知
ら
ず
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
歯

科
と
は
直
接
関
係
の
な
い
〝
文

化
祭
〟
で
そ
れ
を
実
感
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

◆
学
生
の
問
題
意
識
再
確
認
で

　
驚
き
を
覚
え
る

　
ま
ず
、
２
０
２
４
年
10
月
１

日
に
東
工
大
と
統
合
す
る
東
医

歯
大
。
残
念
な
が
ら
、
あ
い
に

く
の
荒
天
の
た
め
か
、
来
場
者

が
極
め
て
少
な
い
現
実
を
見
せ

つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
歯
学

部
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と
は
な

く
、
学
生
の
コ
メ
ン
ト
を
得
る

こ
と
は
ゼ
ロ
。
受
付
担
当
の
医

学
部
学
生
も
歯
学
部
と
の
連
携

の
不
具
合
か
ら
か
、
そ
の
対
応

は
困
惑
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　
続
い
て
東
歯
大
。
東
歯
大
へ

の
高
い
評
価
に
つ
い
て
、
実
行

委
員
長
に
感
想
を
尋
ね
る
と
、

「
建
学
者
で
あ
る
血
脇
守
之
助

先
生
の
言
葉
『
歯
科
医
師
た
る

前
に
人
間
た
れ
』
は
意
識
し
て

価
さ
れ
る
研
究
に
専
念
す
る
こ

と
で
す
。
や
は
り
東
工
大
が
大

好
き
で
す
」
と
本
音
を
吐
露
し

て
い
た
。

◆
文
化
祭
か
ら
垣
間
見
る

　
大
学
と
学
生
と
将
来
と

　
翻
っ
て
総
合
大
学
。
４
年
制

総
合
大
学
で
あ
る
明
治
大
学
は

新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催

と
い
う
こ
と
で
、
学
生
が
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
中
心
と
し

た
企
画
に
溌
剌
・
活
発
に
文
化

祭
を
満
喫
。
新
設
の
校
友
会
コ

ー
ナ
ー
で
は
、「
親
父
よ
り
上

で
す
が
、
先
輩
に
会
え
て
楽
し

い
で
す
。
や
は
り
〝
明
治
は
一

つ
〟
で
す
ね
」
と
、
会
話
の
中

で
の
一
言
で
歓
談
は
続
い
た
。

同
様
に
法
政
大
学
も
新
キ
ャ
ン

パ
ス
で
自
由
活
発
に
来
場
者
に

積
極
的
な
営
業
対
応
す
る
姿
が

目
立
っ
て
い
た
。「
法
政
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
法
政

を
私
た
ち
が
作
り
ま
す
」
と
、

女
子
学
生
の
威
勢
の
い
い
声
掛

け
に
右
往
左
往
。
ま
た
、
最
寄

り
駅
か
ら
行
列
の
早
稲
田
大
学

で
は
、
伝
統
を
再
考
さ
せ
ら
れ

た
。
政
治
家
に
よ
る
対
談
な
ど

〝
硬
派
向
け
の
企
画
〟
も
あ

り
、
硬
軟
取
り
合
わ
せ
た
企
画

や
研
究
発
表
に
注
目
。
そ
れ
に

は
「
早
稲
田
ら
し
い
」
と
納

得
。「
早
稲
田
は
社
会
に
意
見

を
言
い
ま
す
」
と
雄
弁
会
会
員

の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
り
、
旧

来
の
文
化
祭
の
残
像
を
残
し
て

い
た
。

　
ま
さ
に
〝
文
化
祭
〟
か
ら
、

大
学
・
学
生
、
そ
し
て
将
来
が

見
え
て
き
ま
す
。

◆
卒
業
後
も
先
輩
・
後
輩
の

　
人
間
関
係
は
続
く

　
文
化
祭
で
は
学
生
と
の
裏
話

を
含
め
た
会
話
に
浸
る
こ
と
が

大
半
で
あ
っ
た
が
、
青
春
の
一

部
で
あ
る
「
文
化
祭
」
に
は
、

そ
の
大
学
の
個
性
が
反
映
し
て

い
る
の
を
肌
で
感
じ
た
。「
母

校
の
文
化
祭
が
一
番
楽
し
い
」

と
い
う
感
情
は
当
然
で
あ
り
、

思
い
を
寄
せ
る
は
自
然
で
あ

る
。
そ
の
一
方
、
企
画
点
数
、

模
擬
店
数
・
内
容
、
研
究
成
果

な
ど
を
見
聞
き
し
て
理
解
が
進

み
、
発
表
・
説
明
者
に
説
明
を

求
め
て
話
が
弾
む
な
ど
、
貴
重

な
時
間
に
な
っ
た
。
各
人
は
母

校
で
過
ご
し
た
時
間
は
消
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
母
校

名
は
、
一
生
背
負
っ
て
生
き
て

い
く
も
の
だ
。
卒
業
後
の
進
路

は
マ
チ
マ
チ
で
あ
る
が
、
先
輩

・
後
輩
の
関
係
は
続
い
て
い

く
。

◆
勘
違
い
に
浸
り
な
が
ら

　
得
意
満
面
に

　
歯
科
大
学
も
29
歯
系
大
学
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
・
伝
統

を
構
築
し
て
い
る
。
建
学
の
精

神
を
再
確
認
・
維
持
し
て
い
く

こ
と
は
大
学
の
責
務
か
も
し
れ

◆
第
14
回
理
事
会
◆

　
10
月
27
日
㈮
、
午
後
８
時

00
分
～
９
時
50
分
。
会
長
、

副
会
長
４
名
、
理
事
15
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
６
名
の

出
席
。

【
理
事
会
学
習
会
】　
歯
科

の
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
、

タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
と
利
用
履

歴
の
違
い
、
ロ
グ
を
残
す
こ

と
や
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
の
重

要
性
、
紙
カ
ル
テ
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ

で
保
存
す
る
場
合
の
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
と
討

論
を
行
っ
た
。

【
情
勢
報
告
】　
診
療
報
酬

・
介
護
報
酬
に
つ
い
て
、
社

会
保
険
指
導
者
研
修
会
（
10

月
16
日
）
や
中
医
協
（
10
月

20
日
・
27
日
）
の
報
告
を
確

認
。

【
運
動
課
題
】　
①
要
請
署

名
・
請
願
署
名
の
集
約
状

況
、
②
東
京
都
議
会
・
区
議

会
へ
の
意
見
書
採
択
の
取
り

組
み
・
陳
情
状
況
、
③
「
10

・
19
国
会
行
動
」
お
よ
び

「
医
療
・
介
護
・
福
祉
に
国

の
予
算
を
増
や
せ
！
い
の
ち

ま
も
る
10
・
19
総
行
動
」（
10

月
19
日
）、「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
求
め
る
10
・

26
秋
の
歯
科
決
起
集
会
」

（
10
月
26
日
）
へ
の
参
加
報

告
を
確
認
。

【
政
策
課
題
】　
２
０
２
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
「
歯
科

医
療
（
そ
の
２
）」
を
中
心

に
、「
理
事
・
部
員
政
策
学

習
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
を

確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
２
０

２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
よ

り
、
薬
価
改
定
以
外
の
改
定

事
項
が
６
月
１
日
に
後
ろ
倒

し
施
行
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
新
点
数
説
明
会
の
開
催

日
程
お
よ
び
会
場
に
つ
い
て

検
討
。

◆
第
15
回
理
事
会
◆

　
11
月
９
日
㈭
、
午
後
７
時

00
分
～
９
時
50
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
15
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
14
名
の

出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
財
務
省
が

11
月
１
日
の
財
政
制
度
等
審

議
会
で
、
医
療
法
人
の
事
業

報
告
書
も
踏
ま
え
、
診
療
所

の
経
常
利
益
率
が
２
０
２
０

～
22
年
度
で
３
・
０
％
か
ら

８
・
８
％
に
急
増
し
、
利
益

剰
余
金
が
２
割
程
度
増
え
た

と
報
告
し
た
。
し
か
し
、
医

療
法
人
の
経
常
利
益
率
が
平

均
８
・
８
％
で
あ
っ
て
、
個

人
診
療
所
の
経
常
利
益
率
で

は
な
く
、
ミ
ス
リ
ー
ド
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①
電

子
帳
簿
保
存
法
に
対
す
る
歯

科
医
療
機
関
の
対
応
に
つ
い

て
、「
宥
恕
（
ゆ
う
じ
ょ
）

期
間
終
了
に
伴
い
、
来
年
１

月
１
日
か
ら
電
子
保
存
が
完

全
義
務
化
に
な
る
が
、
12
月

か
ら
準
備
で
き
る
よ
う
に
案

内
し
て
ほ
し
い
」、「
電
子
保

存
が
必
要
な
ケ
ー
ス
や
保
存

方
法
な
ど
、
で
き
る
限
り
具

体
的
に
、
丁
寧
に
教
え
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
機
関
紙
12
月
号
で
解

説
す
る
。
②
都
内
の
歯
科
技

工
所
に
対
し
て
実
施
し
た

「
歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
速
報
が
報
告
さ
れ
た
（
返

送
263
件
、
回
収
率
16
・
38
％

な
ど
）。

【
保
団
連
会
議
等
】　
10
月

29
日
㈰
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会

長
・
理
事
長
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、「
国
民
皆
保
険
制
度

を
堅
持
す
る
た
め
、
現
行
の

健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め

る
決
議
」
を
決
定
し
た
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
12
月

１
日
号
、
２
０
２
４
年
１
月

１
日
号
の
企
画
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
11
月
１

日
付
会
員
数
６
千
28
名
（
入

会
19
名
、
退
会
14
名
）。

2023年度
第14・15回

理 事 会

な
い
。
母
校
以
外
の
大
学
に
つ

い
て
は
、「
名
前
だ
け
は
知
っ

て
い
る
」
の
は
普
通
で
あ
り
、

専
門
家
で
な
い
者
は
他
の
歯
系

大
学
の
歴
史
・
文
化
は
知
ら
な

い
。「
イ
メ
ー
ジ
と
言
葉
」
が

一
人
歩
き
を
し
、
そ
こ
に
い
る

自
分
は
〝
井
の
中
の
蛙
〟
か
も

し
れ
な
い
。
社
会
を
見
る
目
に

は
そ
の
自
覚
が
必
要
で
あ
り
、

常
に
そ
こ
が
問
わ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
私
自
身
、
ネ

ッ
ト
社
会
と
い
う
情
報
過
多
に

覆
わ
れ
た
社
会
に
、
知
ら
な
い

う
ち
に
生
か
さ
れ
て
い
る
側
面

も
あ
る
が
、
そ
の
中
で
自
分
自

身
に
よ
る
判
断
・
決
断
を
日
々

余
儀
な
く
行
っ
て
い
る
。
取
材

と
い
う
「
人
に
会
う
仕
事
」
を

し
て
い
る
と
、「
す
べ
て
知
っ

て
い
る
」
と
い
う
勘
違
い
に
浸

り
、
そ
こ
に
は
得
意
満
面
に
な

っ
て
い
る
自
分
が
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

い
ま
す
。
奢
る
こ
と
な
く
、
来

場
す
る
人
の
数
に
関
係
な

く
、
謙
虚
に
対
応
で
す
」
と
の

言
葉
に
驚
愕
し
た
。
立
場
が
あ

る
と
し
て
も
敬
服
。
東
歯
大
生

と
し
て
の
問
題
意
識
・
母
校
愛

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
「
制

限
な
し
」
と
し
て
は
数
年
ぶ
り

の
本
来
の
文
化
祭
の
姿
に
戻
っ

た
東
工
大
。
と
か
く
難
関
校
・

理
系
の
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
先
行

し
が
ち
だ
が
、
全
体
規
模
、
企

画
展
示
数
、
活
気
あ
る
来
場
者

数
と
往
来
の
様
子
、
学
生
の
問

題
意
識
を
再
確
認
し
た
。「〝
東

京
工
業
大
学
〟
に
憧
れ
て
入
学

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
学
生
の
途

中
で
大
学
統
合
。
新
大
学
名
は

〝
東
京
科
学
大
学
〟
で
す
か
？

ガ
ッ
カ
リ
で
す
。
で
も
上
の
偉

い
人
が
決
め
た
こ
と
で
す
か
ら

仕
方
な
い
で
す
。
目
標
は
大
学

院
に
進
学
し
て
、
社
会
か
ら
評東京工業大学＜工大祭＞東京工業大学＜工大祭＞

明治大学<明大祭>明治大学<明大祭>



社会医療診療行為別統計(レセプトデータ)からみた年齢別歯科受診の状況

  歯科医療を経済から見てみる／第４回

尾﨑 哲則  （おざき・てつのり）
　　日本歯科医療管理学会 理事長
　　日本大学 客員教授

プロフィール 1983年日本大学歯

学部卒業。 1987年同大学大学院歯学
研究科修了。 1998年日本大学歯学部
助教授。 2002年日本大学歯学部医療
人間科学分野教授、 日本大学歯学部附
属歯科衛生専門学校校長、 日本歯科医
療管理学会常任理事。 2008年日本歯
科医療管理学会副会長、 2019年日本
歯科医療管理学会理事長。 ほかに、 日
本公衆衛生学会理事、 日本産業衛生学
会生涯教育委員会委員長、 社会歯科学
会副理事長などを歴任。

社
会
医
療
診
療
行
為
別
統
計

は
、
全
国
の
保
険
医
療
機
関
お

よ
び
保
険
薬
局
か
ら
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
支
部
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

に
提
出
さ
れ
、
当
該
年
６
月
審

査
分
（
原
則
、
５
月
診
療
分
）

と
し
て
審
査
決
定
さ
れ
た
医
療

保
険
制
度
の
診
療
報
酬
明
細
書

お
よ
び
調
剤
報
酬
明
細
書
の
う

ち
、「
レ
セ
プ
ト
情
報
・
特
定

健
診
等
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
以
下
、「
Ｎ
Ｄ
Ｂ
」
と
い

う
）」
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
も

の
す
べ
て
を
集
計
対
象
と
し
ま

し
た
。

今
回
は
、
１
カ
月
分
の
初
再

診
回
数
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、
受
診
回
数
を

見
て
み
ま
し
た
。
２
０
１
８
年

を
100
と
し
た
場
合
の
各
年
度
の

比
率
を
、
図
１
に
示
し
て
い
ま

す
。
20
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
80

を
割
っ
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
ゆ
っ
く
り
と

回
復
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
後

期
高
齢
者
医
療
は
22
年
に
100
を

超
え
た
の
に
対
し
、
一
般
医
療

は
戻
っ
て
い
な
い
こ
と
が
見
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
22
年
の

５
月
は
、
ま
だ
2
類
相
当
の
影

響
が
あ
っ
た
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
は
、
今
ま
で
言

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。

次
に
、
年
齢
階
級
別
の
初
再

診
回
数
を
図
１
と
同
様
に
、
18

年
を
100
と
し
た
場
合
の
各
年
度

の
比
率
を
図
２
に
示
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
、
注
目
は
20
年
の

カ
ー
ブ
で
す
。
60
歳
代
後
半
を

中
心
に
、
各
年
齢
階
級
で
大
き

く
低
下
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
カ
ー
ブ
を
よ
く
見
る

と
、
こ
の
60
歳
代
後
半
を
中
心

と
し
て
、
両
側
は
緩
や
か
な
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
歯
科
診
療
全
体
が
多

く
低
下
し
た
時
期
に
、
10
歳
代

後
半
は
18
年
レ
ベ
ル
を
超
え
て

い
ま
し
た
。
意
外
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
20

年
の
５
月
は
、
こ
の
年
代

に
と
っ
て
は
学
校
も
部
活

も
、
塾
も
な
く
、
行
き
場

所
を
失
っ
て
い
る
中

で
、
歯
科
受
診
が
行
わ
れ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
あ
く
ま
で
も
18
年
度

と
の
比
較
で
す
。

一
方
、
歯
科
受
診
者
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

は
、
60
歳
代
後
半
か
ら
70

歳
代
で
す（
下
表
参
照
）。

ま
た
、
10
歳
代
後
半
は
一

番
受
診
者
が
少
な
い
階
級

で
あ
り
、
全
体
へ
の
影
響

は
少
な
く
、
そ
の
た
め
最

初
に
示
し
た
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

「
歯
科
医
療
を
経
済
か
ら

見
て
み
る
」
と
の
タ
イ
ト
ル

で
４
回
目
の
連
載
と
な
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
経
済
資
料

や
経
済
学
的
観
点
か
ら
歯
科

医
療
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、「
社
会
医
療
診

療
行
為
別
統
計
」
か
ら
、
年

代
別
等
の
歯
科
受
診
の
特
性

を
見
て
み
ま
し
た
。

図図１１．．保保険険種種別別各各年年度度別別のの初初再再診診回回数数（（各各年年 66 月月審審査査分分））  
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　図１．保険種別各年度別の初・再診回数（各年６月審査分）

 表  各年における６月審査分の初診・再診回数
年齢階級 2018年 2020年 2022年
総数 31,053,364 23,963,108 29,211,806
一般医療 25,361,214 19,728,958 23,466,806
後期医療 5,692,150 4,234,150 5,745,000
  5 ～  9 1,481,164 1,118,643 1,318,428
10 ～14 792,346 681,571 829,083
15 ～19 522,597 550,804 503,947
20 ～ 24 807,608 800,726 783,564
40 ～ 44 2,037,044 1,539,848 1,684,741
45 ～ 49 2,267,697 1,881,024 2,163,494
60 ～ 64 2,412,520 1,743,235 2,171,657
65 ～ 69 3,240,393 2,015,804 2,403,036
70 ～74 3,024,141 2,301,627 3,179,356
75 ～79 2,689,282 1,969,623 2,465,187
80 ～ 84 1,810,803 1,317,634 1,907,496
85 ～ 89 841,521 666,726 972,542
90歳以上 265,847 221,620 340,202

す
。
必
ず
し
も
、
歯
科
受
診
行

動
に
つ
い
て
は
、
全
体
が
同
一

の
行
動
を
取
る
こ
と
は
少
な

く
、
年
代
や
性
別
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
特
性
が
あ
る
こ
と
が
見
え

て
き
ま
す
。

今
回
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｂ
の
レ
セ
プ

ト
デ
ー
タ
か
ら
、
受
診
者
の
年

齢
階
級
デ
ー
タ
を
取
り
上
げ
て

み
ま
し
た
。
診
療
行
為
に
つ
い

て
は
見
て
い
ま
せ
ん
が
、
診
療

行
為
に
関
わ
る
Ｎ
Ｄ
Ｂ
が
診
療

報
酬
改
定
の
際
の
基
本
資
料
に

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

 第 １ 回　学術ベーシック講座

 フツーの歯科医院でこそ行うべき フツーの歯科医院でこそ行うべき

 口腔機能低下症の管理 口腔機能低下症の管理

10
月
21
日
、
毎
年
恒
例
の
第

１
回
学
術
ベ
ー
シ
ッ
ク
講
座
を

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
協

会
会
議
室
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
し
た
。

「
口
腔
機
能
低
下
症
の
導
入

か
ら
保
険
算
定
ま
で
」
を
テ
ー

マ
に
、
松
島
良
次
氏
（
目
黒
区

開
業
／
当
協
会
理
事
）
が
登
壇

し
、
会
場
参
加
９
名
を
含
む
、

総
勢
26
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

講
義
で
は
、
冒
頭
に
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
と
な
り
要
介

護
者
が
増
え
る
こ
と
で
、
口
腔

機
能
低
下
症
の
患
者
が
増
加
す

る
こ
と
に
な
る
な
ど
の
情
勢
に

触
れ
、
口
腔
機
能
低
下
症
を
疑

う
患
者
に
対
す
る
診
断
に
お
い

て
、
①
口
腔
状
況
、
②
咀
嚼
状

況
、
③
嚥
下
状
況
を
評
価
す
る

こ
と
の
必
要
性
や
評
価
す
る
際

に
用
い
る
検
査
機
器
の
使
用
方

法
、
そ
の
後
の
管
理
・
訓
練
方

法
、
な
ど
を
実
際
の
症
例
写
真

や
動
画
を
多
数
用
い
て
解
説
し

た
。
加
え
て
、
関
連
す
る
診
療

報
酬
の
請
求
方
法
に
も
言
及
し

た
。

最
後
に
、「
嚥
下
を
診
な
い

歯
医
者
は
歯
科
医
師
に
あ
ら

ず
」
と
口
腔
機
能
の
管
理
や
訓

練
を
含
め
て
、
患
者
を
診
る
こ

と
が
歯
科
医
師
の
責
務
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
保
険
算

定
や
カ
ル
テ
記
載
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
た
め
、
自
信
を
持
っ
て
治
療

を
進
め
ら
れ
る
と
思
う
」
や

「
各
種
検
査
機
器
の
利
点
や
欠

点
、
使
用
上
の
注
意
、
保
険
請

求
の
具
体
例
、
口
腔
機
能
向
上

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
様

々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
、
大
変
好
評
な
内
容

で
あ
っ
た
。

講師の松島良次理事

在宅歯科医療の主な論点（抜粋）在宅歯科医療の主な論点（抜粋）
（歯科訪問診療の提供体制について）
○ 歯科訪問診療１を算定する医療機関の多くは診療時間が20分以上であることや診療内容の実態や歯科診療が
必要な要介護高齢者に対して十分に歯科訪問診療が提供されていないこと等を踏まえ、かかりつけ歯科医
による歯科訪問診療を推進する観点から、歯科訪問診療の評価のあり方についてどのように考えるか。
○ 新型コロナウイルス感染拡大時の歯科訪問診療の実態や歯科訪問診療に必要な感染対策の考え方等を踏
まえ、今後の新興感染症発生時等の歯科訪問診療の評価についてどのように考えるか。

○ 歯科訪問診療を行う病院が増加傾向にあることや後方支援機能、摂食嚥下機能を含む口腔機能評価や食
支援等における連携の必要性が高まっていると考えられること等を踏まえ、各地域の状況に応じた在宅
歯科医療提供体制の構築を推進する観点から、在宅療養支援歯科診療所や歯科訪問診療に関わる病院の
評価についてどのように考えるか。

（歯科訪問診療における口腔の管理について）
○ 訪問歯科衛生指導について、１医療機関毎の訪問歯科衛生指導料の算定回数が多い医療機関が一定数あること
等を踏まえて、単一建物の訪問人数が多い場合の訪問歯科衛生指導料の評価についてどのように考えるか。

○ 歯科衛生士のみ単独で訪問することが多いことや訪問時に不安や心配事を経験した者も一定数いるという実態等を踏ま
え、安全に歯科訪問診療を提供する観点から歯科衛生士が単独で訪問する際の体制の評価についてどのように考えるか。
○ 終末期がん患者等の人生の最終段階においては、頻回に歯科専門職の関与が必要となる場合があること等を
踏まえ、患者の状態に応じた訪問口腔衛生指導等の口腔管理の評価のあり方についてどのように考えるか。

歯科医療についての主な論点（抜粋）歯科医療についての主な論点（抜粋）
（医科歯科連携、医歯薬連携）
○周術期等口腔機能管理における医科歯科連携を推進する観点から、周術期等口腔機能管理の対象患者
　について、現在対象外となっている脳卒中等で手術を行わない急性期患者等についてどのように考え
　るか。また、歯科の外来で管理され短期入院で歯科疾患の手術を行う患者の周術期等口腔機能管理の
　評価のあり方について、どのように考えるか。
○終末期がん患者等の人生の最終段階においては、頻回に歯科専門職の関与が必要となる場合があること等
　を踏まえ、入院の終末期がん患者等に対して行われる口腔管理に係る評価についてどのように考えるか。
○歯周病と密接に関連する糖尿病患者について、医科歯科連携による、より効果的な歯周病治療・管理
　を推進する観点から、糖尿病患者に対する歯周病治療や管理の評価についてどのように考えるか。
○口腔内に影響を及ぼす薬剤が多数あることや近年、薬剤性顎骨壊死の患者が増えておりポジションペ
　ーパーが改定されたこと等を踏まえ、薬剤に係る医歯薬連携を推進する観点から薬剤の副作用等の情
　報共有等に関する連携の評価についてどのように考えるか。

（ライフステージに応じた口腔機能の管理）
○ライフステージに応じた口腔機能管理を推進する観点から、現在、指導管理と一体的に評価されている口腔機能
　に係る訓練の評価について、実態にあわせて指導管理と訓練をそれぞれ評価することについてどのように考えるか。
○客観的な評価に基づく歯科治療や口腔機能管理を推進する観点から、口腔機能の評価に関する検査の
　対象についてどのように考えるか。

＜１面からつづく＞中央社会保険医療協議会（10月27日、11月17日開催）の論点

ハイブリッド方式で２６名が参加

図図１１．．保保険険種種別別各各年年度度別別のの初初再再診診回回数数（（各各年年 66 月月審審査査分分））  
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協
会
で
は
今
年
５
月
、
会
員

の
先
生
方
の
協
力
の
も
と
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

導
入
後
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。
同
ア
ン
ケ
ー
ト
は
全
国
か

ら
１
万
26
件
の
回
答
が
保
団
連

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
第
38

回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
場
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
約
８

割
の
医
院
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
の
約
６
割
が
何

ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
さ
れ

て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
具
体
例
は
「
保

険
者
情
報
が
正
し
く
反
映
さ
れ

な
か
っ
た
（
無
効
・
該
当
資
格

な
し
と
の
表
示
も
含
む
）」
が

最
も
多
く
、
次
い
で
「
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
の

不
具
合
に
よ
り
マ
イ
ナ
保
険
証

を
読
み
取
り
で
き
な
か
っ
た
」

で
し
た
。
な
お
、
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
っ
た
際
の
対
応
と
し
て

は
、
７
割
超
の
医
院
で
患
者
さ

ん
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
健
康

保
険
証
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
普
及
さ
せ
ん
が
た
め
、

使
用
上
、
何
ら
問
題
の
な
い
現

在
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

が
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
の

は
、
窓
口
で
健
康
保
険
証
を
確

認
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
患
者

さ
ん
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に

は
、
健
康
保
険
証
の
存
在
は
必

要
不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
実
際
に
、
現
在
自
院
で
マ

イ
ナ
保
険
証
を
提
示
さ
れ
る
患

者
さ
ん
は
、
月
10
名
に
満
た
な

い
程
度
で
す
。
こ
れ
で
果
た
し

て
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
か
け

て
今
後
も
実
施
し
続
け
る
意
味

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
自
身
は
医
療
の
Ｄ
Ｘ
化
に

は
大
い
に
賛
成
で
す
。
今
回
の

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
導
入
に
よ
り
〝
お
く
す
り
手

帳
〞
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
服

薬
情
報
を
取
得
で
き
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
も
提
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
人
の
患
者
さ
ん
が
他
の

ど
う
い
っ
た
医
療
機
関
と
関
わ

り
を
持
ち
、
過
去
か
ら
現
在
ま

で
の
医
療
関
連
デ
ー
タ
を
一
元

化
で
き
れ
ば
、
多
職
種
連
携
の

一
助
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
な
ぜ
、

患
者
さ
ん
の
裁
量
を
考
慮
し
な

い
強
制
的
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
紐
づ
け

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
単
純
に
健
康
保

険
証
を
電
子
化
す
れ
ば
良
い
話

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

翻
っ
て
医
療
機
関
側
に
目
を

向
け
る
と
、
今
後
も
続
く
で
あ

ろ
う
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
と
電
子

カ
ル
テ
の
導
入
に
よ
り
、
ま
す

ま
す
私
た
ち
の
裁
量
権
が
奪
わ

れ
て
い
く
こ
と
に
私
は
憤
り
を

覚
え
ま
す
。

医療の裁量権は誰のもの

川本  弘
（理事／足立区）

　
連
載
２
回
目
の
今
回
は
、都
営
地
下
鉄
新
宿
線
ま

た
は
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線・半
蔵
門
線
の「
神
楽
坂
」

駅
か
ら
３
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る「
し
ょ
う
け
い
館

（
戦
傷
病
者
史
料
館
）」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の「
し
ょ
う
け
い
館
」は
、平
和
と
戦
時
中
に
戦
傷

病
者
が
経
験
し
た
こ
と
や
当
時
の
医
療
に
焦
点
を
当

て
た
施
設
で
す
。昭
和
時
代
に
お
け
る
戦
争
に
お
け
る

医
療
活
動
や
医
療
の
進
歩
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、平
和

と
人
間
の
尊
さ
を
訴
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

▼
戦
争
と
平
和
と
医
療
と

「
し
ょ
う
け
い
館
」
で
は
、

昭
和
時
代
の
医
療
の
変
遷
や
進

歩
を
展
示
し
、
医
師
や
看
護
師

の
努
力
、
犠
牲
的
精
神
に
基
づ

く
奉
仕
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

い
ま
す
。
戦
争
の
時
代
に
お
い

て
、
医
療
は
非
常
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、
戦
傷
病
者
の
救

命
活
動
や
ケ
ア
を
行
っ
た
そ
う

で
、
展
示
で
は
医
療
施
設
の
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
　
高
山
史
年

　
戦
争
の
歴
史
を
後
世
に

　
　
―
東
京
の
地
か
ら
伝
え
る
②

現
や
器
具
の
展
示
、
ス
タ
ッ
フ

の
写
真
や
手
記
な
ど
を
通
じ

て
、
現
場
の
姿
を
伝
え
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
戦
時
中
の
戦
傷
病
者

や
被
災
者
に
対
す
る
医
療
支
援

の
重
要
性
を
訴
え
る
た
め
の
展

示
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争

が
も
た
ら
す
人
道
的
な
危
機
や

苦
難
に
直
面
し
た
人
々
に
対
す

る
医
療
活
動
の
重
要
性
の
み
な

ら
ず
、
医
療
が
平
和
な
社
会
の

構
築
に
果
た
す
役
割
に
つ
い
て

も
、
改
め
て
考
え
、
見
つ
め
直

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

平
和
に
関
連
し
て
、
医
療
の

面
で
も
「
し
ょ
う
け
い
館
」
で

は
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
別
展
示
や
セ
ミ
ナ
ー
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
訪
れ
る
人
々
に
戦
時
中
の

戦
傷
病
者
、
平
和
の
維
持
に
向

け
た
医
療
活
動
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し
て

お
り
、
平
和
を
考
え
る
上
で
の

一
助
と
し
て
足
を
運
ば
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

「
し
ょ
う
け
い
館
」
を
訪
れ

る
人
々
は
、
戦
時
中
の
戦
傷
病

者
や
被
災
者
に
対
す
る
医
療
支

援
の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
平
和
の
尊
さ
と

と
も
に
、
医
療
の
役
割
や
人
間

の
尊
さ
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（ 1 2）第６４５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）１２月１日 （第三種郵便物認可）
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歯科治療への保険適用拡充など訴える歯科治療への保険適用拡充など訴える
イイハデー街頭宣伝in西巣鴨駅前を実施

　　　　　　　　　 　　　　　　「保険でよい歯を」東京連絡会

11
月
12
日
、「
保
険
で
よ
い
歯

を
」東
京
連
絡
会
は
、西
巣
鴨
駅

前
で「
イ
イ
歯
デ
ー
」街
頭
宣
伝

行
動
を
行
っ
た
。協
会
か
ら
は

矢
野
正
明
理
事
の
ほ
か
、森
元

主
税・橋
本
健
一
両
理
事
、西
田

紘
一
監
事
が
参
加
し
、日
曜
日

の
街
頭
で
道
行
く
人
た
ち
に

「
健
康
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
治

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
改
善
を
」

「
歯
科
医
療
充
実
の
た
め
に
は
診

療
報
酬
の
拡
充
が
必
要
」「
歯
科

衛
生
士・
歯
科
技
工
士
の
仕
事

が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
」な
ど
、歯
科
医
療
の
現
状

を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
訴
え
た
。

　
資
料
を
受
け
取
っ
た
方
々
か

ら
は
、「
今
ま
で
考
え
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、良
い
機
会
に
し

た
い
」「
高
齢
者
な
の
で
窓
口
負

担
が
増
え
て
大
変
」な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

  

「
い
い（
11
）歯（
８
）」と
読
む

語
呂
合
わ
せ
か
ら
11
月
８
日

を「
イ
イ
歯
デ
ー
」の
通
称
で
呼

ん
で
お
り
、毎
年
11
月
初
旬
に

街
頭
で
の
宣
伝・
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。都
民
に
向

け
て
歯
科
医
療
の
大
切
さ
や
健

康
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
訴
え
る
た
め
、今
後

も
継
続
し
て
い
く
予
定
。

▼
ご
関
心
を
お
持
ち
の
方
は

　

ぜ
ひ
事
務
局
へ
ご
一
報
を

　
興
味
や
ご
関
心
を
お
持
ち
に

な
っ
た
方
は
、ぜ
ひ
協
会「
よ
い

歯
連
絡
会
」担
当
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
き
た
い（
電
話
０
３
―

３
２
０
５
―
２
９
９
９
）。

当日の参加者で集合写真

日
本
高
齢
者
大
会

日
本
高
齢
者
大
会
inin
東
京
を
開
催

東
京
を
開
催

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
の
大
切
さ
訴
え
る

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
の
大
切
さ
訴
え
る

11
月
12
日
、第
36
回
日
本
高

齢
者
大
会
が
都
内
で
開
催
さ

れ
、24
人
が
参
加
し
た
。歯
科
分

科
会
の
講
師
と
し
て「
保
険
で

よ
い
歯
を
」東
京
連
絡
会
か
ら

同
会
世
話
人
で
協
会
理
事
の
森

元
主
税
氏
の
他
、東
京
民
医
連

大
田
歯
科
勤
務
で
歯
科
衛
生
士

の
安
食
か
お
り
氏
と
、同
じ
く

大
田
歯
科
勤
務
で
歯
科
技
工
士

の
松
田
康
作
氏
の
両
氏
が
講
演

を
行
っ
た
。

◆
３
氏
に
よ
る
歯
科
講
座

　
森
元
氏
は「
よ
り
よ
く
食
べ

る
は
よ
り
よ
く
生
き
る
〜
口
福

は
幸
福
へ
の
道
し
る
べ
〜
」を

テ
ー
マ
に
、オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

予
防
の
観
点
か
ら
、唾
液
の
重

要
性
や
口
腔
の
衰
え
が
身
体
の

衰
え
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
解
説
。同
時
に
、こ

の
高
齢
者
大
会
の
よ
う
に
高
齢

者
が
社
会
参
加
す
る
こ
と
は
、

介
護
予
防
の
観
点
か
ら
も
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　
講
義
後
半
で
は
、「
吹
き
戻

し
」を
使
っ
た
体
操
や
、歯
科
衛

生
士
や
歯
科
技
工
士
に
よ
る
実

技
が
行
わ
れ
た
。安
食
氏
は
、唾

液
を
出
や
す
く
す
る
首
や
肩
の

体
操
を
参
加
者
と
と
も
に
行
っ

た
。松
田
氏
は
、技
工
物
を
回
覧

し
な
が
ら
作
り
方
な
ど
を
説
明

し
た
ほ
か
、長
時
間
労
働・低
収

入
の
状
況
、あ
る
い
は
歯
科
技

工
士
学
校
の
廃
校
が
増
え
歯
科

技
工
士
が
減
少
し
て
い
る
な
ど

の
問
題
点
を
報
告
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は「
自
分
は
８

０
２
０
は
達
成
し
た
。次
な
る

目
標
は
何
か
」「
保
険
適
用
の
拡

大
は
必
要
と
思
う
」な
ど
の
発

言
が
あ
り
、歯
科
署
名
へ
の
ご

協
力
も
い
た
だ
い
た
。

講演する協会の森元主税氏講演する協会の森元主税氏

特別企画「今年の漢字 特別企画「今年の漢字 ２０２３２０２３」応募結果発表」応募結果発表
　今年は「乱」「戦」「忍」の３字が
同率１位。「乱」を挙げた理由は、
2022年２月のロシアによるウク
ライナ侵攻に加え23年10月にイ
スラエルも戦争状態に陥ったこ
となどを指摘。また、「戦」は、その

乱 戦 忍
ような海外の戦争状態のほか、日本国内でのマイナ保険証義務化撤回や低診
療報酬改善などが「いろいろな意味で『戦い』である」と捉えての１字。そして
「忍」は、物価上昇に追いつかない保険点数などを前に、「去年も今年もひたす
ら忍耐あるのみ」と考えての１字。
　そのほか、海外での戦争勃発から「慄」を。また、このような時だからこそ
「仁」の心が必要。物価などの高騰を前に「騰」「迷」「驚」「控」「怒」が挙げられて
います。たくさんのご応募ありがとうございました。

　歯科技工士の待遇改善のために、山口県歯科技工士会とともに、歯科技工問題
をはじめ、歯科医療をめぐる諸問題を解決し、保険でより良い歯科医療を実現す
るために、歯科医療費の総枠を拡大することを求め、議員要請や厚労省要請に積
極的に取り組む深井先生が講演。現在の歯科技工問題や、日本の歯科技工を守る
ために取り組んでいること、今後の展望をお話しいただきます。
◆日 時  12月９日（土）午後２時～３時
◆講 師  深井 修一 氏（講師はZOOMで講演、山口県保険医協会理事・保団連理事）
◆会 場  東京歯科保険医協会 会議室（新宿区高田馬場1-29-8 いちご高田馬場ビル6F）
　　　   Web配信（ZOOMウェビナーを使用します）
◆定 員  会場参加：20名、Web参加：500名
◆対 象  どなたでもご参加いただけます
◆参加費  無料
◆予 約  右のQRからお申し込みください。 予約フォーム

「保険でよい歯を」東京連絡会が総会記念講演「保険でよい歯を」東京連絡会が総会記念講演

歯科技工問題の現状と運動推進の展望歯科技工問題の現状と運動推進の展望
～日本の歯科技工を守るために～～日本の歯科技工を守るために～
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